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後
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　岡垣中学校の卒業式の取材に行ったとき、なにか懐か
しい気分になりました。卒業式は、いっしょに勉強に励
んだ友だちや先生とお別れする寂しい日でもあり、新し
い生活が始まるすがすがしい日でもあります。 
　春風が吹く中、卒業生は在校生に見送られ校舎を去っ
ていきます。それぞれの思いを胸に旅立っていくわけです。
私も当たり前のように小･中･高･大学を卒業しました。
その思い出が撮影中に頭を走り抜けていきました。私も
卒業式に参加しているような気分になり、切なくなった
のです。 
　取材でいろいろな場所に行きます。それぞれ感じるこ
とも違います。そういった意味でも、広報を担当できて
よかったなとしみじみ感じた日でした。　　　　　(竹森) 

　先日、福岡市へ食事に出掛けた時、私のすぐ後ろでひ
ったくり事件が発生しました。その後、重苦しい気分で
食事をすることになってしまったのですが、後から思えば、
被害者は歩道があるのに車道を歩いていました。罪を犯
す方が悪いのは当たり前ですが、歩道を歩き、車道側に
荷物を持たないなど自分でできる防犯対策にみなさんも
取り組んでいただきたいと思います。　　　　　　(高橋) 
　今月号は、まちかどズームアップやどくしゃの私書箱
に多くの話題が集りました。このコーナーが充実するこ
とは、私たちにとってもうれしいことです。 
　イラストや地域の出来事などの投稿がたくさん集り、
多くの人の名前や顔が紙面に登場する、楽しい広報おか
がきになればいいなと思います。　　　　　　　　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（２月末） 

人口……31,492人（＋11） 

世帯数…11,316世帯（＋5） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち131人は外国人 

女性……　　16,582人（＋12） 

男性……　　14,910人（－1） 

 
 
出生…20人　　 死亡…28人 
転入…88人　　 転出…69人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　２月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

１月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

１月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 97件 
搬送人員　 96件 

出火件数　３件 
り災件数　１世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 
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昭
和
20
年
、
わ
が
国
は
戦
争
に
敗
れ
、

満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
か
ら
の
引
き

揚
げ
者
と
多
く
の
復
員
軍
人
で
未
曾
有

の
食
糧
不
足
に
陥
っ
た
。
人
々
は
、
食

糧
の
買
い
出
し
や
わ
ず
か
な
空
き
地
に

イ
モ
な
ど
を
植
え
て
、
飢
え
を
し
の
ぐ

の
に
必
死
で
あ
っ
た
。 

　
国
は
、
こ
の
深
刻
な
事
態
を
打
開
す

る
た
め
、
帰
農
希
望
者
の
失
業
救
済
事

業
と
し
て
緊
急
開
拓
事
業
を
起
こ
し
、

旧
軍
用
地
、
未
開
懇
の
国
有
林
野
を
耕

地
に
解
放
し
外
地
で
農
業
の
経
験
が
あ

る
人
か
ら
、
優
先
的
に
募
っ
て
入
植
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。 

　
岡
垣
で
は
、
昭
和
21
年
か
ら
、
緑
ケ

丘
か
ら
旭
台
の
地
域
と
鍋
田
に
総
面
積

63
・
６
町
の
用
地
を
確
保
し
、
入
植
者

33
戸
で
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
入
植
者

は
、
家
族
と
と
も
に
開
拓
の
鍬
を
打
ち

込
む
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
。 

　
入
植
環
境
は
、
今
の
生
活
か
ら
想
像

で
き
な
い
ぐ
ら
い
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
手
で
夜
露
を

し
の
ぐ
小
屋
を
立
て
、
水
は
山
の
涌
き

水
を
貯
え
、
風
呂
は
鉄
不
足
で
ド
ラ
ム

缶
を
利
用
し
、
夜
は
ラ
ン
プ
の
生
活
で

電
気
を
引
く
の
に
電
柱
を
自
分
た
ち
が

運
ぶ
と
い
う
、
ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら
の
出

発
で
あ
っ
た
。 

　
六
畳
一
間
に
押
入
、
床
の
間
、
板
の

間
付
き
の
開
拓
者
用
住
宅
が
建
設
さ
れ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
で
あ
っ
た
。 

　
開
墾
は
、
食
糧
自
給
が
第
一
で
、
大

木
は
そ
の
ま
ま
で
、
ま
ず
、
雑
木
を
払

い
畑
を
作
り
イ
モ
類
を
栽
培
し
た
。 

　
当
時
は
、
食
糧
難
の
時
代
で
、
作
れ

ば
売
れ
、
今
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
と
こ

ろ
が
市
場
で
、
炭
坑
で
の
需
用
も
多
く
、

結
構
現
金
収
入
に
な
っ
た
。 

　
県
は
、
営
農
５
か
年
計
画
を
立
て
、

初
年
度
は
自
給
の
確
保(

カ
ボ
チ
ャ
、
ダ

イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
タ
バ
コ
、
ラ
ッ

カ
セ
イ)

２
年
目
は
換
金
作
物
、
新
規
開

墾
、
土
壌
改
良
。
５
年
を
も
っ
て
営
農

基
盤
の
確
立
。

農
具
も
手
動
用

か
ら
大
型
家
畜

導
入
、
そ
し
て
、

動
力
農
機
具
と

構
想
を
示
し
た
。 

　
営
農
資
金
は
、

長
期
20
年
、
低

利(

年
３
分
６

厘
５
毛)

無
担

保
の
特
別
融
資

措
置
が
取
ら
れ

た
。 

　
し
か
し
、
現

地
は
赤
土
の
山

で
、
畑
に
肥
料

な
ど
運
ぶ
の
が

大
変
で
、
ぬ
か

る
と
足
を
取
ら

れ
這
う
よ
う
に

し
て
あ
げ
る
あ

り
さ
ま
で
あ
っ

た
。 

　
開
拓
農
業
協

同
組
合
は
、
こ

れ
ら
営
農
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
に
当
た
り
、
肥
料
の
共
同
購
入
な
ど

開
拓
者
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
県
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
入
り

耕
地
が
整
備
さ
れ
、
化
学
肥
料
の
投
入

で
土
壌
の
改
良
も
進
め
ら
れ
た
。 

　
26
年
こ
ろ
か
ら
、
桃
の
栽
培
、
鶏
や

山
羊
、
乳
牛
の
飼
育
が
始
め
ら
れ
、
開

拓
の
地
に
鶏
の
声
が
ひ
び
き
、
春
に
は

桃
の
花
が
咲
き
、
家
族
み
ん
な
で
家
畜

の
世
話
や
果
実
の
収
穫
に
汗
し
て
働
い

た
。
し
か
し
、
な
お
資
金
の
返
済
な
ど

で
外
に
も
働
き
に
出
た
。 

　
30
年
代
、
高
陽
炭
坑
が
閉
山
し
大
規

模
な
宅
地
造
成
が
始
ま
り
、
43
年
に
開

拓
農
業
協
同
組
合
は
解
散
し
た
。
今
も

面
影
が
あ
る
の
は
、
ぶ
ど
う
園
を
さ
れ

て
い
る
緑
ケ
丘
の
２
軒
だ
け
で
あ
る
。 

　
今
回
は
貴
重
な
体
験
談
や
資
料
な
ど

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

べ
っ
き
　
た
く
じ 

  

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

第
４
話
　
岡
垣
の
開
拓
事
業 

戦
後
の
村
政
よ
り
 

昭和30年代後半の鍋田。段々畑が見える堤病院の西方 昭和40年ころの鍋田開拓地。堤病院付近で中尾利男さんが撮影 

み
　
ぞ
　
う 
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情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
が
幅
広
く
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
岡
垣
町
の
中
心
市
街
地
活
性
化

の
拠
点
施
設
や
、
地
域
情
報
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
多
く
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　情報提供コーナー　 

○遠隔行政窓口コーナー…パソコンを使っ

　たテレビ会議システムで、各種相談、手

　続き関係の問い合わせなどができます。 

○行政窓口コーナー…各種証明発行や図書

　の配本サービス・公共施設の予約手続き

　などが行えます。 

○観光情報提供コーナー…岡垣町のお勧め

　観光スポットや、特産物情報を提供します。 

○国際交流情報提供コーナー…国際交流に

　関する情報を提供します。 

　電子商取引（eコマース）体験コーナー 
　街の特産品情報を利用者端末で紹介します。 

　コミュニティホール 
　大型ディスプレイを見なが

ら、待ち合わせや憩いの場所

として利用できる、自由空間

です。 

　海老津駅の利用者や買い物をする

人の利便性のために、ATM（遠賀信

用金庫）を設置しています。 

　ATM（現金自動預払機）コーナー 

　光ファイバによる高速インターネットの
体験や、さまざまな情報を得ることができ
ます。 

　インターネットコーナー 

５
月
１
日
開
館 

特集　情報プラザ人の駅 開館式典のほか、みなさんが楽しめるイベントを行います 

◆
開
館
に
伴
う
お
知
ら
せ 

　
５
月
１
日
の
開
館
か
ら
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。 

 

　
東
部
出
張
所
の
移
設 

　
現
在
東
部
公
民
館
内
に
あ
る
東
部
出
張
所
が
、

情
報
プ
ラ
ザ
内
に
移
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
時

間
帯
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
で
す
。 

 

　
証
明
書
自
動
交
付
機 

　
通
勤
や
通
学
な
ど
で
の
海
老
津
駅
利
用
者
に

も
便
利
な
よ
う
に
、
証
明
書
自
動
交
付
機
が
設

置
さ
れ
ま
す
。 

 

　
図
書
の
配
本
サ
ー
ビ
ス 

　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
の
本
の
予
約
が

で
き
、
通
勤
・
通
学
の
途
中
に
情
報
プ
ラ
ザ
で
、

予
約
し
た
本
を
受
け
取
れ
ま
す
。
（
※
本
を
借

り
る
と
き
は
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
り
ま
す
） 

 

　
公
共
施
設
の
予
約 

　
情
報
プ
ラ
ザ
以
外
に
、
公
民
館
や
体
育
施
設

の
利
用
予
約
も
で
き
ま
す
。 

 

◆
建
設
の
経
過 

　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
平
成
８
年

度
の
「
岡
垣
町
情
報
化
推
進
計
画
」
で
駅

前
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
構
想
化
し
、

平
成
12
年
度
に
は
、「
岡
垣
町
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」の
中
で
活
性
化
の

第
１
歩
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
国
の
ｅ-

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想

な
ど
に
も
対
応
し
た
施
設
と
し
て
建
設

し
、
併
せ
て
町
内
の
各
公
共
施
設
間
を

光
フ
ァ
イ
バ
で
結
ぶ
通
信
網
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
10
月
に
議

会
で
の
予
算
議
決
を
経
て
、
11
月
か
ら

住
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は
、

平
成
15
年
２
月
に
始
ま
り
、
今
年
３
月

に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
事
業
に
要
し
た
経
費
は
、
約
６
億
３

千
万
円
で
、
国
（
総
務
省
）
の
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
や
先

進
モ
デ
ル
事
業
な
ど
の
補
助
金
を
約
２

億
円
受
け
、
建
設
を
行
い
ま
し
た
。 

   

《施設使用料〔１時間〕》 
 

《備品使用料〔１時間〕》 
 

施設使用料〔１時間〕 備品使用料〔１時間〕 

施設の名称 
 

使用料 
 

冷暖房費 
 

パソコン室 

研修室1・2・3 

会議室 

スタジオ・調整室 

500円 

300円 

200円 

1,000円 

200円 

200円 

100円 

400円 

付属設備・備品 
 

使用料（1台） 
 

整備台数 
 

ノートパソコン 

放送設備 

30円 

50円 

22台 

1セット 

開館時間 
午前8時30分～午後10時 
※行政窓口･国際交流窓口は午後5時まで 
休館日 
毎週水曜日（祝日の場合は翌日） 
年末年始　12月29日～1月3日 

開館時間と休館日 

申し込みは、利用したい日の前月の１日
からできます。 
5月分の申し込み 
4月1日から情報プラザ人の駅で電話受
付します　　�281-2005 
6月以降 
各公共施設で受け付けます 

施設利用の申込受付 

コミュニティ広場イメージ図 

　情報プラザ人の駅には、施設横にコミュニティ広

場も設置しますので、交流やくつろぎの場所として

利用できます。 

　　コミュニティホール 

　　 ATM（現金自動預払機）コーナー 

　　インターネットコーナー 

　　eコマース体験コーナー 

　 

国際交流情報 
　提供コーナー 
 
観光情報 
　提供コーナー 
 
行政窓口コーナー 
（東部出張所） 
 
遠隔行政窓口 
　コーナー 

風除室 

利用者端末 

自動交付機 

自販機 
コーナー 

エレベーター 
ホール 

エレベーター 

メイン 
アプローチ 

インフォメーション・くつろぎのスペース FLOOR３ 

開館式典のほか、みなさんが楽しめるイベントを行います 
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情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
が
幅
広
く
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
岡
垣
町
の
中
心
市
街
地
活
性
化

の
拠
点
施
設
や
、
地
域
情
報
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
多
く
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　情報提供コーナー　 

○遠隔行政窓口コーナー…パソコンを使っ

　たテレビ会議システムで、各種相談、手

　続き関係の問い合わせなどができます。 

○行政窓口コーナー…各種証明発行や図書

　の配本サービス・公共施設の予約手続き

　などが行えます。 

○観光情報提供コーナー…岡垣町のお勧め

　観光スポットや、特産物情報を提供します。 

○国際交流情報提供コーナー…国際交流に

　関する情報を提供します。 

　電子商取引（eコマース）体験コーナー 
　街の特産品情報を利用者端末で紹介します。 

　コミュニティホール 
　大型ディスプレイを見なが

ら、待ち合わせや憩いの場所

として利用できる、自由空間

です。 

　海老津駅の利用者や買い物をする

人の利便性のために、ATM（遠賀信

用金庫）を設置しています。 

　ATM（現金自動預払機）コーナー 

　光ファイバによる高速インターネットの
体験や、さまざまな情報を得ることができ
ます。 

　インターネットコーナー 

５
月
１
日
開
館 

特集　情報プラザ人の駅 開館式典のほか、みなさんが楽しめるイベントを行います 

◆
開
館
に
伴
う
お
知
ら
せ 

　
５
月
１
日
の
開
館
か
ら
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。 

 

　
東
部
出
張
所
の
移
設 

　
現
在
東
部
公
民
館
内
に
あ
る
東
部
出
張
所
が
、

情
報
プ
ラ
ザ
内
に
移
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
時

間
帯
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
で
す
。 

 

　
証
明
書
自
動
交
付
機 

　
通
勤
や
通
学
な
ど
で
の
海
老
津
駅
利
用
者
に

も
便
利
な
よ
う
に
、
証
明
書
自
動
交
付
機
が
設

置
さ
れ
ま
す
。 

 

　
図
書
の
配
本
サ
ー
ビ
ス 

　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
の
本
の
予
約
が

で
き
、
通
勤
・
通
学
の
途
中
に
情
報
プ
ラ
ザ
で
、

予
約
し
た
本
を
受
け
取
れ
ま
す
。
（
※
本
を
借

り
る
と
き
は
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
り
ま
す
） 

 

　
公
共
施
設
の
予
約 

　
情
報
プ
ラ
ザ
以
外
に
、
公
民
館
や
体
育
施
設

の
利
用
予
約
も
で
き
ま
す
。 

 

◆
建
設
の
経
過 

　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
平
成
８
年

度
の
「
岡
垣
町
情
報
化
推
進
計
画
」
で
駅

前
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
構
想
化
し
、

平
成
12
年
度
に
は
、「
岡
垣
町
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」の
中
で
活
性
化
の

第
１
歩
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
国
の
ｅ-

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想

な
ど
に
も
対
応
し
た
施
設
と
し
て
建
設

し
、
併
せ
て
町
内
の
各
公
共
施
設
間
を

光
フ
ァ
イ
バ
で
結
ぶ
通
信
網
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
10
月
に
議

会
で
の
予
算
議
決
を
経
て
、
11
月
か
ら

住
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は
、

平
成
15
年
２
月
に
始
ま
り
、
今
年
３
月

に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
事
業
に
要
し
た
経
費
は
、
約
６
億
３

千
万
円
で
、
国
（
総
務
省
）
の
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
や
先

進
モ
デ
ル
事
業
な
ど
の
補
助
金
を
約
２

億
円
受
け
、
建
設
を
行
い
ま
し
た
。 

   

《施設使用料〔１時間〕》 
 

《備品使用料〔１時間〕》 
 

施設使用料〔１時間〕 備品使用料〔１時間〕 

施設の名称 
 

使用料 
 

冷暖房費 
 

パソコン室 

研修室1・2・3 

会議室 

スタジオ・調整室 

500円 

300円 

200円 

1,000円 

200円 

200円 

100円 

400円 

付属設備・備品 
 

使用料（1台） 
 

整備台数 
 

ノートパソコン 

放送設備 

30円 

50円 

22台 

1セット 

開館時間 
午前8時30分～午後10時 
※行政窓口･国際交流窓口は午後5時まで 
休館日 
毎週水曜日（祝日の場合は翌日） 
年末年始　12月29日～1月3日 

開館時間と休館日 

申し込みは、利用したい日の前月の１日
からできます。 
5月分の申し込み 
4月1日から情報プラザ人の駅で電話受
付します　　�281-2005 
6月以降 
各公共施設で受け付けます 

施設利用の申込受付 

コミュニティ広場イメージ図 

　情報プラザ人の駅には、施設横にコミュニティ広

場も設置しますので、交流やくつろぎの場所として

利用できます。 

　　コミュニティホール 

　　 ATM（現金自動預払機）コーナー 

　　インターネットコーナー 

　　eコマース体験コーナー 

　 

国際交流情報 
　提供コーナー 
 
観光情報 
　提供コーナー 
 
行政窓口コーナー 
（東部出張所） 
 
遠隔行政窓口 
　コーナー 

風除室 

利用者端末 

自動交付機 

自販機 
コーナー 

エレベーター 
ホール 

エレベーター 

メイン 
アプローチ 

インフォメーション・くつろぎのスペース FLOOR３ 

開館式典のほか、みなさんが楽しめるイベントを行います 



広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ��

　展示交流コーナー 

　自分のパソコンでインターネッ

トを楽しめるテーブルを設置して

います。また、町内の業者とタイ

アップして商品の紹介や情報発信

を行い、町内の商工業振興に活用

できる空間です。 

　子どもからお年寄りまで、遊びながら

気軽にパソコンに触れることができ、そ

の中で年齢を越えた交流やふれあい、ゆ

とりを創出します。 

　マルチメディア体験コーナー 

　多目的な会議室として、みなさんの

会議や打ち合わせに利用できます。 

　地域情報などの映像収録と、町内外に向け

た情報発進ができます。編集を行うためのカ

メラ・照明・編集装置を完備しています。 

　会議室 

　スタジオ 

　研修室２・３ 
　２つの研修室を合わせれば、最大72席

の大きな研修室としての利用もできます。

また、情報推進技術の研修や遠隔テレビ会

議、公演、講習が開けます。 

　見晴らしの良い明るい研修室です。パソ

コンの貸し出しもあり、あらゆる用途で広

く利用できます。 

　研修室１ 

　高性能のパソコン10台、講師用パソコ

ン１台、マルチメディアボードを配置し、

マルチメディアやＩＴ研修ができます。 

　パソコン室 
問い合わせ 

情報推進課へ 

特集　情報プラザ人の駅 

マルチメディア体験・展示・情報発信 FLOOR４ 

交流・研修・創造のスペース FLOOR５ 

　　マルチメディア 
　　体験コーナー 

　　展示・交流コーナー 

　 スタジオ 調整室 

　　会議室 倉庫 

エレベーター エレベーター 
ホール 

　　研修室１ 

　　パソコン室 

　 

研修室２ 

研修室３ 

エレベーター 
ホール 

エレベーター 

ロビー 

倉
庫 

開館式典のほか、みなさんが楽しめるイベントを行います 



広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ��

　展示交流コーナー 

　自分のパソコンでインターネッ

トを楽しめるテーブルを設置して

います。また、町内の業者とタイ

アップして商品の紹介や情報発信

を行い、町内の商工業振興に活用

できる空間です。 

　子どもからお年寄りまで、遊びながら

気軽にパソコンに触れることができ、そ

の中で年齢を越えた交流やふれあい、ゆ

とりを創出します。 

　マルチメディア体験コーナー 

　多目的な会議室として、みなさんの

会議や打ち合わせに利用できます。 

　地域情報などの映像収録と、町内外に向け

た情報発進ができます。編集を行うためのカ

メラ・照明・編集装置を完備しています。 

　会議室 

　スタジオ 

　研修室２・３ 
　２つの研修室を合わせれば、最大72席

の大きな研修室としての利用もできます。

また、情報推進技術の研修や遠隔テレビ会

議、公演、講習が開けます。 

　見晴らしの良い明るい研修室です。パソ

コンの貸し出しもあり、あらゆる用途で広

く利用できます。 

　研修室１ 

　高性能のパソコン10台、講師用パソコ

ン１台、マルチメディアボードを配置し、

マルチメディアやＩＴ研修ができます。 

　パソコン室 
問い合わせ 

情報推進課へ 

特集　情報プラザ人の駅 

マルチメディア体験・展示・情報発信 FLOOR４ 

交流・研修・創造のスペース FLOOR５ 

　　マルチメディア 
　　体験コーナー 

　　展示・交流コーナー 

　 スタジオ 調整室 

　　会議室 倉庫 

エレベーター エレベーター 
ホール 

　　研修室１ 

　　パソコン室 

　 

研修室２ 

研修室３ 

エレベーター 
ホール 

エレベーター 

ロビー 

倉
庫 

開館式典のほか、みなさんが楽しめるイベントを行います 



広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ��

第11回合併協議会の様子 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

　
３
月
10
日
、
第
11
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
つ
の

報
告
と
11
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

決
 
 
定
 

　
生
活
保
護
事
業
は
、
合
併
時
に
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
、
県
か
ら
事
務
を
移

　
管
し
て
実
施
す
る
 

　
一
般
職
の
職
員
は
、
す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
 

　
町
名
・
字
名
は
原
則
現
行
ど
お
り
と
す
る
が
、
新
市
名
称
決
定
後
に
改
め
て

　
調
整
す
る
 

　
広
報
事
業
は
、
現
行
の
手
法
を
継
続
し
、
充
実
を
図
る
 

　
行
政
区
の
区
域
、
名
称
は
現
行
通
り
と
す
る
が
、
同
一
名
称
は
調
整
す
る
 

　
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
統
合
す
る
 

継
続
協
議
 

　
新
市
の
名
称
、
事
務
所
の
位
置
、
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お
よ

　
び
所
管
地
域
は
、
小
委
員
会
で
協
議
中
の
た
め
、
継
続
協
議
に
 

　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）は
、
次
回
提
案
さ
れ
る
予
定
の
基
本
計
画
と
連

　
動
す
る
た
め
、
継
続
協
議
に
 

　
介
護
保
険
事
業
は
、
調
整
案
の
趣
旨
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
字
句
の
修
正
を

　
再
度
幹
事
会
で
行
う
た
め
、
継
続
協
議
に
 

                報
告
第
21
号
 

第
10
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い

て
 

　
小
委
員
会
や
幹
事
会
、
専
門
部
会
・
分

科
会
の
協
議
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

報
告
第
22
号
 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
に
関
す
る
小
委

員
会
の
経
過
及
び
結
果
報
告
に
つ
い
て
 

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

○
2
月
21
日
　
第
8
回
小
委
員
会
 

　
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か
ど
う

か
の
議
論
が
行
わ
れ
、
再
度
各
町
庁
舎
の

事
務
所
部
分
の
面
積
に
関
す
る
資
料
請
求

も
あ
り
、
結
果
次
回
へ
の
継
続
協
議
と
な

り
ま
し
た
。
 

○
2
月
25
日
　
第
９
回
小
委
員
会
 

　
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か
ど
う

か
の
議
論
が
行
わ
れ
、
結
果
次
回
へ
の
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

○
2
月
28
日
　
第
10
回
小
委
員
会
 

　
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か
ど
う

か
の
調
整
案
が
示
さ
れ
、
各
町
で
検
討
後
、

次
回
小
委
員
会
で
確
認
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
 

  協
議
第
３
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
３
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
 

協
議
第
４
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て
 

協
議
第
５
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
20
　
支
所
又
は
出
張
所
の
位
置
、

名
称
お
よ
び
所
管
地
域
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ら
３
項
目
は
前
回
か
ら
の
継
続
協

議
で
し
た
が
、
新
市
の
名
称
は
公
募
中
で

あ
り
、
事
務
所
の
位
置
な
ど
は
小
委
員
会

協
議
中
の
た
め
、
す
べ
て
引
き
続
き
次
回

へ
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
10
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
※
次
ペ
ー
ジ
の
参
考
資
料
参
照
 

　
第
１
章
か
ら
４
章
ま
で
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
内
第
４
章
の
新
市
の
都

市
構
造
に
関
す
る
部
分
だ
け
継
続
協
議
で

あ
り
、
今
協
議
会
で
再
度
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
新
市
の
都
市
構
造
は
、
参
考
資
料
の
と

お
り
、
Ａ
・
Ｂ
の
２
案
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
案
の
違
い
は
、
Ｂ
案
に
新
都
市
形

成
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ
、
岡
垣
〜
遠
賀
町

間
の
未
開
発
部
分
を
市
街
地
化
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
岡
垣
町
と
遠
賀
町
は
Ｂ
案
を
主
張
し
、

芦
屋
町
と
水
巻
町
は
Ａ
案
を
主
張
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次
回
の
協
議
会
で
提

案
さ
れ
る
基
本
計
画
と
連
動
す
る
こ
と
か

ら
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
17
号（
前
回
か
ら
の
継
続
事
業
）
 

協
定
項
目
35
　
生
活
保
護
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

　
前
回
に
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
 

 １
　
生
活
保
護
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
は
、
合
併
時
に
社
会
福
祉
法
第
14
条
第

　
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
福
祉
事
務
所
を

　
設
置
し
、
県
よ
り
事
務
を
移
管
し
て
実

　
施
す
る
。
 

２
　
町
独
自
の
困
窮
・
生
活
保
護
世
帯
等

　
に
対
す
る
貸
付
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

　
合
併
時
に
廃
止
の
方
向
で
調
整
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
町
単
独
で
行
っ
て
い
る

補
助
事
業
や
貸
付
事
業
を
、
段
階
的
に
廃

止
に
向
け
て
調
整
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
賛
成
32
反
対
３
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
９

人
全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
18
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
９
　
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
及
び
遠

　
賀
町
の
一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の

　
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
９
条
第

　
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
新
市
の

　
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
。
 

２
　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

　
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員

　
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
。
 

３
　
職
階
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
職
名

　
と
と
も
に
級
分
類
を
調
整
し
、
統
一
す

　
る
。
 

４
　
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
人
事
管

　
理
及
び
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
基

　
準
を
統
一
す
る
。
な
お
、
現
職
員
に
つ

　
い
て
は
、
現
給
を
保
障
す
る
。
 

５
　
そ
の
他
、
任
用
及
び
昇
格
基
準
の
統

　
一
、
諸
手
当
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

　
合
併
時
に
統
一
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
今
後
ど
の
程
度
の
職
員

を
削
減
す
る
の
か
、
退
職
金
条
例
や
給
与

表
の
違
い
、
ま
た
現
業
職
の
取
り
扱
い
な

ど
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛

成
し
ま
し
た
。
 

 

協
議
第
19
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
18
　
町
名
・
字
名
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
町
名
・
字
名
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

　
に
は
現
行
の
通
り
と
す
る
が
、
新
市
の

　
名
称
決
定
後
に
、
町
名
･
字
名
の
前
に

　
旧
町
の
名
称
な
ど
を
冠
す
る
措
置
や
同

　
一
又
は
類
似
す
る
名
称
に
つ
い
て
は
、

　
改
め
て
調
整
す
る
。
 

２
　
大
字
の
表
記
は
、
削
除
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
特
に
質
問
は
無
く
、
賛

成
多
数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が

賛
成
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
20
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
21
　
広
報
広
聴
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
広
報
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
情
報

　
や
地
域
情
報
な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め

　
広
報
紙
を
月
２
回
発
行
す
る
と
と
も
に
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
映
像
広
報
な
ど
の
手

　
段
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

２
　
広
聴
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
長
へ
の

　
手
紙
や
地
域
懇
談
会
、
出
前
講
座
、
中

　
学
生
議
会
な
ど
に
つ
い
て
新
市
で
検
討

　
を
行
い
、
住
民
の
声
を
よ
り
反
映
さ
せ

　
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

 

　
協
議
会
で
は
、
特
に
質
問
は
無
く
、
賛

成
多
数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛
成
し

ま
し
た
。
 

協
議
第
21
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
23
　
行
政
区
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
行
政
区（
自
治
区
）区
域
、
名
称
は
、

　
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
同

　
一
又
は
類
似
す
る
名
称
に
つ
い
て
は
、

　
行
政
区
民
の
意
向
を
尊
重
し
調
整
す
る
。
 

２
　
行
政
区（
自
治
会
）の
呼
称
に
つ
い
て

　
は
、
自
治
区
と
し
、
行
政
連
絡
事
務
を

　
委
託
方
式
に
統
合
す
る
。
ま
た
、
区
長

　
会
等
連
絡
機
構
は
、
新
市
に
お
い
て
組

　
織
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
自
治
区
未
加
入
者
の
問

題
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛

成
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
22
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
33
　
介
護
保
険
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ○
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
芦
屋
町
・

　
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
は
、
合
併

　
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
福
岡
県
介
護
保

　
険
広
域
連
合
を
脱
退
し
、
新
市
を
も
っ

報
告
事
項
 

協
議
事
項
 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第13回は４月７日(水)午後2時から芦屋町役場で行われます。 
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第11回合併協議会の様子 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

　
３
月
10
日
、
第
11
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
つ
の

報
告
と
11
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

決
 
 
定
 

　
生
活
保
護
事
業
は
、
合
併
時
に
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
、
県
か
ら
事
務
を
移

　
管
し
て
実
施
す
る
 

　
一
般
職
の
職
員
は
、
す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
 

　
町
名
・
字
名
は
原
則
現
行
ど
お
り
と
す
る
が
、
新
市
名
称
決
定
後
に
改
め
て

　
調
整
す
る
 

　
広
報
事
業
は
、
現
行
の
手
法
を
継
続
し
、
充
実
を
図
る
 

　
行
政
区
の
区
域
、
名
称
は
現
行
通
り
と
す
る
が
、
同
一
名
称
は
調
整
す
る
 

　
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
統
合
す
る
 

継
続
協
議
 

　
新
市
の
名
称
、
事
務
所
の
位
置
、
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お
よ

　
び
所
管
地
域
は
、
小
委
員
会
で
協
議
中
の
た
め
、
継
続
協
議
に
 

　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）は
、
次
回
提
案
さ
れ
る
予
定
の
基
本
計
画
と
連

　
動
す
る
た
め
、
継
続
協
議
に
 

　
介
護
保
険
事
業
は
、
調
整
案
の
趣
旨
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
字
句
の
修
正
を

　
再
度
幹
事
会
で
行
う
た
め
、
継
続
協
議
に
 

                報
告
第
21
号
 

第
10
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い

て
 

　
小
委
員
会
や
幹
事
会
、
専
門
部
会
・
分

科
会
の
協
議
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

報
告
第
22
号
 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
に
関
す
る
小
委

員
会
の
経
過
及
び
結
果
報
告
に
つ
い
て
 

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

○
2
月
21
日
　
第
8
回
小
委
員
会
 

　
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か
ど
う

か
の
議
論
が
行
わ
れ
、
再
度
各
町
庁
舎
の

事
務
所
部
分
の
面
積
に
関
す
る
資
料
請
求

も
あ
り
、
結
果
次
回
へ
の
継
続
協
議
と
な

り
ま
し
た
。
 

○
2
月
25
日
　
第
９
回
小
委
員
会
 

　
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か
ど
う

か
の
議
論
が
行
わ
れ
、
結
果
次
回
へ
の
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

○
2
月
28
日
　
第
10
回
小
委
員
会
 

　
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か
ど
う

か
の
調
整
案
が
示
さ
れ
、
各
町
で
検
討
後
、

次
回
小
委
員
会
で
確
認
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
 

  協
議
第
３
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
３
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
 

協
議
第
４
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て
 

協
議
第
５
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
20
　
支
所
又
は
出
張
所
の
位
置
、

名
称
お
よ
び
所
管
地
域
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ら
３
項
目
は
前
回
か
ら
の
継
続
協

議
で
し
た
が
、
新
市
の
名
称
は
公
募
中
で

あ
り
、
事
務
所
の
位
置
な
ど
は
小
委
員
会

協
議
中
の
た
め
、
す
べ
て
引
き
続
き
次
回

へ
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
10
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
※
次
ペ
ー
ジ
の
参
考
資
料
参
照
 

　
第
１
章
か
ら
４
章
ま
で
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
内
第
４
章
の
新
市
の
都

市
構
造
に
関
す
る
部
分
だ
け
継
続
協
議
で

あ
り
、
今
協
議
会
で
再
度
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
新
市
の
都
市
構
造
は
、
参
考
資
料
の
と

お
り
、
Ａ
・
Ｂ
の
２
案
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
案
の
違
い
は
、
Ｂ
案
に
新
都
市
形

成
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ
、
岡
垣
〜
遠
賀
町

間
の
未
開
発
部
分
を
市
街
地
化
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
岡
垣
町
と
遠
賀
町
は
Ｂ
案
を
主
張
し
、

芦
屋
町
と
水
巻
町
は
Ａ
案
を
主
張
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次
回
の
協
議
会
で
提

案
さ
れ
る
基
本
計
画
と
連
動
す
る
こ
と
か

ら
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
17
号（
前
回
か
ら
の
継
続
事
業
）
 

協
定
項
目
35
　
生
活
保
護
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

　
前
回
に
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
 

 １
　
生
活
保
護
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
は
、
合
併
時
に
社
会
福
祉
法
第
14
条
第

　
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
福
祉
事
務
所
を

　
設
置
し
、
県
よ
り
事
務
を
移
管
し
て
実

　
施
す
る
。
 

２
　
町
独
自
の
困
窮
・
生
活
保
護
世
帯
等

　
に
対
す
る
貸
付
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

　
合
併
時
に
廃
止
の
方
向
で
調
整
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
町
単
独
で
行
っ
て
い
る

補
助
事
業
や
貸
付
事
業
を
、
段
階
的
に
廃

止
に
向
け
て
調
整
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
賛
成
32
反
対
３
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
９

人
全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
18
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
９
　
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
及
び
遠

　
賀
町
の
一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の

　
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
９
条
第

　
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
新
市
の

　
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
。
 

２
　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

　
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員

　
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
。
 

３
　
職
階
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
職
名

　
と
と
も
に
級
分
類
を
調
整
し
、
統
一
す

　
る
。
 

４
　
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
人
事
管

　
理
及
び
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
基

　
準
を
統
一
す
る
。
な
お
、
現
職
員
に
つ

　
い
て
は
、
現
給
を
保
障
す
る
。
 

５
　
そ
の
他
、
任
用
及
び
昇
格
基
準
の
統

　
一
、
諸
手
当
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

　
合
併
時
に
統
一
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
今
後
ど
の
程
度
の
職
員

を
削
減
す
る
の
か
、
退
職
金
条
例
や
給
与

表
の
違
い
、
ま
た
現
業
職
の
取
り
扱
い
な

ど
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛

成
し
ま
し
た
。
 

 

協
議
第
19
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
18
　
町
名
・
字
名
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
町
名
・
字
名
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

　
に
は
現
行
の
通
り
と
す
る
が
、
新
市
の

　
名
称
決
定
後
に
、
町
名
･
字
名
の
前
に

　
旧
町
の
名
称
な
ど
を
冠
す
る
措
置
や
同

　
一
又
は
類
似
す
る
名
称
に
つ
い
て
は
、

　
改
め
て
調
整
す
る
。
 

２
　
大
字
の
表
記
は
、
削
除
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
特
に
質
問
は
無
く
、
賛

成
多
数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が

賛
成
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
20
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
21
　
広
報
広
聴
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
広
報
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
情
報

　
や
地
域
情
報
な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め

　
広
報
紙
を
月
２
回
発
行
す
る
と
と
も
に
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
映
像
広
報
な
ど
の
手

　
段
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

２
　
広
聴
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
長
へ
の

　
手
紙
や
地
域
懇
談
会
、
出
前
講
座
、
中

　
学
生
議
会
な
ど
に
つ
い
て
新
市
で
検
討

　
を
行
い
、
住
民
の
声
を
よ
り
反
映
さ
せ

　
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

 

　
協
議
会
で
は
、
特
に
質
問
は
無
く
、
賛

成
多
数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛
成
し

ま
し
た
。
 

協
議
第
21
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
23
　
行
政
区
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 １
　
行
政
区（
自
治
区
）区
域
、
名
称
は
、

　
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
同

　
一
又
は
類
似
す
る
名
称
に
つ
い
て
は
、

　
行
政
区
民
の
意
向
を
尊
重
し
調
整
す
る
。
 

２
　
行
政
区（
自
治
会
）の
呼
称
に
つ
い
て

　
は
、
自
治
区
と
し
、
行
政
連
絡
事
務
を

　
委
託
方
式
に
統
合
す
る
。
ま
た
、
区
長

　
会
等
連
絡
機
構
は
、
新
市
に
お
い
て
組

　
織
す
る
。
 

 　
協
議
会
で
は
、
自
治
区
未
加
入
者
の
問

題
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛

成
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
22
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
33
　
介
護
保
険
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ○
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
芦
屋
町
・

　
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
は
、
合
併

　
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
福
岡
県
介
護
保

　
険
広
域
連
合
を
脱
退
し
、
新
市
を
も
っ

報
告
事
項
 

協
議
事
項
 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第13回は４月７日(水)午後2時から芦屋町役場で行われます。 
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合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第13回は４月７日(水)午後2時から芦屋町役場で行われます。 

第
12
回
協
議
会
事
前
提
案
事
項
 

第
11
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
に
 

関
す
る
小
委
員
会
 

１　ゾーン（地帯） 
　ゾーン（地帯）とは、都市構造の基盤となる土地の
利用形態をおおまかな区分に分けて定めるもの。 
（１）市街地形成ゾーン 
　主として既成市街地及び住宅・商工業地を対象と
したゾーンで、人が暮らすための都市機能が充実し
たゾーン。今後も、より良好な市街地環境の整備と
商工業の振興を図る。 
（２）田園・住宅ゾーン 
　主として田園地帯と、その中に分布する集落や住
宅が立地するゾーン。農・漁業生産の基盤づくりや
農・漁業振興を進めるとともに、住みよい住環境の
形成の整備を図る。 
（３）緑地保全・活用ゾーン 
　新市において、豊かな自然環境を保全していくゾ
ーン。今後は、レクリエーションや憩いの場として
も積極的に活用する。 
 
２　拠点・エリア（範囲） 
　拠点・エリア（範囲）とは、都市としての活力や住
民の生活機能を担うところ。その中で、拠点とは、

住民の暮らしのより所となる主要な施設を定めるも
の。また、エリア（範囲）とは、重点的に政策を展開
する地域を定めるもの。 
（１）行政サービス拠点 
　公共的施設が集積している芦屋、水巻、岡垣及び
遠賀の各庁舎周辺を、行政サービス拠点と定め、拠
点同士の連携を進める。 
（２）観光振興エリア 
　主に観光資源が立地している国道495号沿い、海
岸沿い、遠賀川沿いを観光振興エリアとして定め、
さらに魅力を高め振興を図る。 
（３）新都市形成エリア（※Ｂ案の場合のみ記載） 
　新市の誕生に伴い、旧町の境を越えて、地域が連
動することにより、新たな発展が可能なところを、
新都市形成エリアと定め、適切な都市計画により、
新しい市街地を形成する。 
 
３　軸 
　軸とは、地域を東西南北につなぐ交通機能等で、
市域のみならず広域的な人・物の移動や交流を誘導
する役割を担います。 

新市建設計画基本構想－新市の都市構造－ 

地域の個性を活かしつつ、相互のネットワークを強める「新市の都市構造」を次のように定義します。 

 

（参考資料） 

　
て
単
独
保
険
者
と
な
り
独
立
し
て
運
営

　
す
る
。
 

○
ま
た
、
保
険
料
及
び
そ
の
所
得
段
階
、

　
並
び
に
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
は
、
要
介
護
認
定
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

　
付
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
合
併
時
ま
で

　
に
調
整
す
る
。
 

 　
鈴
木
芦
屋
町
長
か
ら
介
護
保
険
連
合
遠

賀
支
部
の
協
議
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
提
案
の
主
旨（
精
神
）を
生
か

し
な
が
ら
、
字
句
の
修
正
を
行
う
べ
き
だ

と
し
、
改
め
て
幹
事
会
で
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
、
次
回
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
23
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
44
　
電
算
シ
ス
テ
ム
関
係
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ○
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ

　
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
統
合

　
し
、
合
併
時
に
稼
動
で
き
る
よ
う
「
安

　
全
性
」「
確
実
性
」「
コ
ス
ト
」
を
考
慮
し

　
調
整
す
る
。
 

 　
特
に
質
問
は
無
く
、
賛
成
多
数
で
提
案

ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
岡
垣

町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛
成
し
ま
し

た
。
 

    

 　
次
回
の
協
議
会
で
新
た
に
提
案
さ
れ
る

３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
事
前
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
 

提
案
第
24
号
 

協
定
項
目
11
　
特
別
職
の
身
分
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

提
案
第
25
号
 

協
定
項
目
24
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
策
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

提
案
第
26
号
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
計
画
）

に
つ
い
て
 

   　
第
11
回
合
併
協
議
会
終
了
後
、
引
き
続

き
第
11
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
に

関
す
る
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
庁
舎
を
建
設
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
特
例
際
の
期
限
内
に
、
新
市
の
財
政
事

情
を
鑑
み
て
、
事
務
所
を
新
た
に
建
設
、

ま
た
は
増
改
築
に
よ
り
建
設
す
る
。
 

 　
次
回
か
ら
は
継
続
し
て
、
事
務
所
の
位

置
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

 ■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政

策
室
へ
 

遠賀川 

都市構造図（A案） 

宗像市 

響灘 

北九州市 

凡例 

緑地保全・活用ゾーン 

田園・住宅ゾーン 

市街地形成ゾーン 

行政サービス拠点 

観光振興エリア 

軸 
J R鹿児島本線 

J R  
福北ゆたか線 

海老津駅 

遠賀川駅 

水巻駅 
東水巻駅 

都市構造図（B案） 

凡例 

緑地保全・活用ゾーン 

田園・住宅ゾーン 

市街地形成ゾーン 

行政サービス拠点 

観光振興エリア 

新都市形成エリア 

軸 

遠賀川 

宗像市 

響灘 

北九州市 

遠賀川駅 

J R鹿児島本線 

J R  
福北ゆたか線 

海老津駅 

水巻駅 
東水巻駅 

※A案との違いは、　新都市形成エリアを２か所設定したことと、 
　　新都市形成ゾーンが岡垣と遠賀間でつながったことです。 
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合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第13回は４月７日(水)午後2時から芦屋町役場で行われます。 

第
12
回
協
議
会
事
前
提
案
事
項
 

第
11
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
に
 

関
す
る
小
委
員
会
 

１　ゾーン（地帯） 
　ゾーン（地帯）とは、都市構造の基盤となる土地の
利用形態をおおまかな区分に分けて定めるもの。 
（１）市街地形成ゾーン 
　主として既成市街地及び住宅・商工業地を対象と
したゾーンで、人が暮らすための都市機能が充実し
たゾーン。今後も、より良好な市街地環境の整備と
商工業の振興を図る。 
（２）田園・住宅ゾーン 
　主として田園地帯と、その中に分布する集落や住
宅が立地するゾーン。農・漁業生産の基盤づくりや
農・漁業振興を進めるとともに、住みよい住環境の
形成の整備を図る。 
（３）緑地保全・活用ゾーン 
　新市において、豊かな自然環境を保全していくゾ
ーン。今後は、レクリエーションや憩いの場として
も積極的に活用する。 
 
２　拠点・エリア（範囲） 
　拠点・エリア（範囲）とは、都市としての活力や住
民の生活機能を担うところ。その中で、拠点とは、

住民の暮らしのより所となる主要な施設を定めるも
の。また、エリア（範囲）とは、重点的に政策を展開
する地域を定めるもの。 
（１）行政サービス拠点 
　公共的施設が集積している芦屋、水巻、岡垣及び
遠賀の各庁舎周辺を、行政サービス拠点と定め、拠
点同士の連携を進める。 
（２）観光振興エリア 
　主に観光資源が立地している国道495号沿い、海
岸沿い、遠賀川沿いを観光振興エリアとして定め、
さらに魅力を高め振興を図る。 
（３）新都市形成エリア（※Ｂ案の場合のみ記載） 
　新市の誕生に伴い、旧町の境を越えて、地域が連
動することにより、新たな発展が可能なところを、
新都市形成エリアと定め、適切な都市計画により、
新しい市街地を形成する。 
 
３　軸 
　軸とは、地域を東西南北につなぐ交通機能等で、
市域のみならず広域的な人・物の移動や交流を誘導
する役割を担います。 

新市建設計画基本構想－新市の都市構造－ 

地域の個性を活かしつつ、相互のネットワークを強める「新市の都市構造」を次のように定義します。 

 

（参考資料） 

　
て
単
独
保
険
者
と
な
り
独
立
し
て
運
営

　
す
る
。
 

○
ま
た
、
保
険
料
及
び
そ
の
所
得
段
階
、

　
並
び
に
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
は
、
要
介
護
認
定
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

　
付
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
合
併
時
ま
で

　
に
調
整
す
る
。
 

 　
鈴
木
芦
屋
町
長
か
ら
介
護
保
険
連
合
遠

賀
支
部
の
協
議
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
提
案
の
主
旨（
精
神
）を
生
か

し
な
が
ら
、
字
句
の
修
正
を
行
う
べ
き
だ

と
し
、
改
め
て
幹
事
会
で
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
、
次
回
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
23
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
44
　
電
算
シ
ス
テ
ム
関
係
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ○
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ

　
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
統
合

　
し
、
合
併
時
に
稼
動
で
き
る
よ
う
「
安

　
全
性
」「
確
実
性
」「
コ
ス
ト
」
を
考
慮
し

　
調
整
す
る
。
 

 　
特
に
質
問
は
無
く
、
賛
成
多
数
で
提
案

ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
岡
垣

町
の
委
員
は
、
9
人
全
員
が
賛
成
し
ま
し

た
。
 

    

 　
次
回
の
協
議
会
で
新
た
に
提
案
さ
れ
る

３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
事
前
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
 

提
案
第
24
号
 

協
定
項
目
11
　
特
別
職
の
身
分
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

提
案
第
25
号
 

協
定
項
目
24
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
策
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

提
案
第
26
号
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
計
画
）

に
つ
い
て
 

   　
第
11
回
合
併
協
議
会
終
了
後
、
引
き
続

き
第
11
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
に

関
す
る
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
庁
舎
を
建
設
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
特
例
際
の
期
限
内
に
、
新
市
の
財
政
事

情
を
鑑
み
て
、
事
務
所
を
新
た
に
建
設
、

ま
た
は
増
改
築
に
よ
り
建
設
す
る
。
 

 　
次
回
か
ら
は
継
続
し
て
、
事
務
所
の
位

置
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

 ■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政

策
室
へ
 

遠賀川 

都市構造図（A案） 

宗像市 

響灘 

北九州市 

凡例 

緑地保全・活用ゾーン 

田園・住宅ゾーン 

市街地形成ゾーン 

行政サービス拠点 

観光振興エリア 

軸 
J R鹿児島本線 

J R  
福北ゆたか線 

海老津駅 

遠賀川駅 

水巻駅 
東水巻駅 

都市構造図（B案） 

凡例 

緑地保全・活用ゾーン 

田園・住宅ゾーン 

市街地形成ゾーン 

行政サービス拠点 

観光振興エリア 

新都市形成エリア 

軸 

遠賀川 

宗像市 

響灘 

北九州市 

遠賀川駅 

J R鹿児島本線 

J R  
福北ゆたか線 

海老津駅 

水巻駅 
東水巻駅 

※A案との違いは、　新都市形成エリアを２か所設定したことと、 
　　新都市形成ゾーンが岡垣と遠賀間でつながったことです。 
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
 

け
た
基
本
計
画
お
よ
び
条
例
の
基
 

本
的
事
項
に
つ
い
て
 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
 

〜
条
例
の
制
定
①
〜
 

  　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
た
条
例
と
し
て
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
に
示
さ
れ
た

取
り
組
み
に
の
っ
と
り
、
国
が
示

し
た
見
解
等
を
踏
ま
え
、
条
例
に

盛
り
込
む
べ
き
基
本
的
事
項
を
検

討
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
基
本
的
事
項
に
基
づ
く
具

体
的
記
述
と
し
て
、
次
の
と
お
り

提
言
し
ま
す
。 

１
　
前
　
文
 

　
前
文
を
設
け
、
前
文
に
次
の
よ

う
に
盛
り
込
む
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。
 

　
個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等
は
、

日
本
国
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
お
り
、

男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
は
、「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約
」を
軸
と
し
て
、
国
際
的
な
連

帯
に
よ
り
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て

き
た
。 

　
我
が
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画

基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
法

や
制
度
が
整
備
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
男
女
平
等
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

　
し
か
し
、
性
別
に
よ
る
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
や
こ
れ
に
基
づ

く
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣

行
は
依
然
と
し
て
存
在
し
、
個
人

の
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と

を
妨
げ
、
自
由
で
多
様
な
生
き
方

を
選
択
す
る
こ
と
を
難
し
く
し
て

い
る
。 

　
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等

社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
男
女
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
が
、
重
要
か
つ
緊

急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

岡
垣
町
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、

お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会

に
参
画
し
、
生
き
生
き
と
し
た
暮

ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
町
、

町
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ

に
条
例
を
制
定
す
る
。 

２
　
総
　
則
 

（
１
）目
的
 

　
条
例
制
定
の
目
的
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
提

言
し
ま
す
。 

　
こ
の
条
例
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
関
し
て
、
基
本
理

念
を
定
め
、
町
、
町
民
及
び
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
施
策
の
基
本
的
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
共

同
参
画
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。 

        〜
提
 
言
〜
 

提
言
に
あ
た
っ
て
 

　
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
い

て
い
く
上
で
、
男
女
が
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
平
成
11
年
に「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」が
制
定
さ
れ
、
女
性
と

男
性
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
が
、
21

世
紀
の
我
が
国
の
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地

方
公
共
団
体
は
国
の
施
策
に
準
じ

た
施
策
及
び
そ
の
区
域
の
特
性
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
民
に
お
い

て
も
、
職
域
、
学
校
、
地
域
、
家

庭
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
岡
垣
町
で
は「
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
と
し
て

の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
に
参
画
し
、

生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実

現
を
目
指
し
、
平
成
14
年
５
月
に「
岡

垣
町
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
向
け
た
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
住

民
と
行
政
が
連
携
し
、
よ
り
一
層

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施
策
展
開

が
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
は
、
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
及
び
そ
の

施
策
を
推
進
す
る
際
の
根
拠
と
も

な
る
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
、

町
長
か
ら
の
審
議
依
頼
を
受
け
、

基
本
計
画
及
び
条
例
の
基
本
方
向

や
盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て

審
議
を
重
ね
、
こ
こ
に
提
言
と
し

て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
町
民
、

事
業
者
、
町
の
総
意
を
反
映
し
た

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
及
び
男

女
共
同
参
画
条
例
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
 

 平
成
16
年
１
月
　
 

岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
 

　
　
　
　
　
会
長
　
喜
多

加
実
代
 

　
岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
的
で

　
岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
的
で

総
合
的
な
施
策
や
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
男
女
共
同
参
画
審

総
合
的
な
施
策
や
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
男
女
共
同
参
画
審

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や
条
例
の
基
本
方
向
や
盛
り

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や
条
例
の
基
本
方
向
や
盛
り

込
む
べ
き
内
容
を
、
全

込
む
べ
き
内
容
を
、
全
11
回
の
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
調
査
審
議

回
の
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
調
査
審
議

の
結
果
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
１
月

の
結
果
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
１
月
29
日
に
町
長
に
答
申

日
に
町
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。 

　
今
号
と
４
月

　
今
号
と
４
月
10
日
号
の
２
回
に
渡
り
、
条
例
に
関
す
る
答
申
の

日
号
の
２
回
に
渡
り
、
条
例
に
関
す
る
答
申
の

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
的
で

総
合
的
な
施
策
や
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
男
女
共
同
参
画
審

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や
条
例
の
基
本
方
向
や
盛
り

込
む
べ
き
内
容
を
、
全
11
回
の
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
調
査
審
議

の
結
果
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
１
月
29
日
に
町
長
に
答
申

し
ま
し
た
。 

　
今
号
と
４
月
10
日
号
の
２
回
に
渡
り
、
条
例
に
関
す
る
答
申
の

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
仮
称
）岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
条
例
 

に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
 

審 議 経 過  
 開　催　日 主　な　議　題 

・辞令交付　・自己紹介　・諮問 
・岡垣町の男女共同参画の取り組みについて 
 

第１回 7月　7日 

・基本計画策定における基本的な考え方について 
・基本計画原案について 

第２回 8月18日 

・原案に関する意見交換１ 第３回 9月　8日 

・原案に関する意見交換２ 第４回 9月24日 

・基本計画原案について 
・条例制定に関する基本的な考え方について 

第５回 10月　9日 

・条例の骨子案について 第６回 11月　5日 

・条例(案)＜第１章＞について 第７回 11月26日 

・条例(案)＜第２章＞について 第８回 12月10日 

・条例(案)＜前文＞について 
・条例に関する答申の素案について 
・基本計画に関する最終答申について 

第９回 12月24日 

・条例の名称について 
・基本計画および条例に関する提言書について 

第10回 1月19日 

・答申 第11回 1月29日 

 

☆
次
回
は「
２
総
則（
２
）定
義
」か
ら
で
す
。
 

☆
な
お
、
こ
の
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
３
月
議
会
で
条
例
を
上
程
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
引
き
続
き
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

☆
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
室
へ
 

 

前
列
右
か
ら
▼
喜
多
会
長
・
町
長
・
麻
生
副
会
長
 

後
列
右
か
ら
▼
麻
生
委
員
・
原
田
委
員
・
小
早
川
 

委
員
・
竹
井
委
員
・
矢
島
委
員
・
村
田
委
員
・
清
 

水
委
員
・
花
田
委
員
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
 

け
た
基
本
計
画
お
よ
び
条
例
の
基
 

本
的
事
項
に
つ
い
て
 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
 

〜
条
例
の
制
定
①
〜
 

  　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
た
条
例
と
し
て
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
に
示
さ
れ
た

取
り
組
み
に
の
っ
と
り
、
国
が
示

し
た
見
解
等
を
踏
ま
え
、
条
例
に

盛
り
込
む
べ
き
基
本
的
事
項
を
検

討
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
基
本
的
事
項
に
基
づ
く
具

体
的
記
述
と
し
て
、
次
の
と
お
り

提
言
し
ま
す
。 

１
　
前
　
文
 

　
前
文
を
設
け
、
前
文
に
次
の
よ

う
に
盛
り
込
む
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。
 

　
個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等
は
、

日
本
国
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
お
り
、

男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
は
、「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約
」を
軸
と
し
て
、
国
際
的
な
連

帯
に
よ
り
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て

き
た
。 

　
我
が
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画

基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
法

や
制
度
が
整
備
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
男
女
平
等
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

　
し
か
し
、
性
別
に
よ
る
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
や
こ
れ
に
基
づ

く
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣

行
は
依
然
と
し
て
存
在
し
、
個
人

の
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と

を
妨
げ
、
自
由
で
多
様
な
生
き
方

を
選
択
す
る
こ
と
を
難
し
く
し
て

い
る
。 

　
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等

社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
男
女
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
が
、
重
要
か
つ
緊

急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

岡
垣
町
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、

お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会

に
参
画
し
、
生
き
生
き
と
し
た
暮

ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
町
、

町
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ

に
条
例
を
制
定
す
る
。 

２
　
総
　
則
 

（
１
）目
的
 

　
条
例
制
定
の
目
的
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
提

言
し
ま
す
。 

　
こ
の
条
例
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
関
し
て
、
基
本
理

念
を
定
め
、
町
、
町
民
及
び
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
施
策
の
基
本
的
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
共

同
参
画
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。 

        〜
提
 
言
〜
 

提
言
に
あ
た
っ
て
 

　
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
い

て
い
く
上
で
、
男
女
が
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
平
成
11
年
に「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」が
制
定
さ
れ
、
女
性
と

男
性
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
が
、
21

世
紀
の
我
が
国
の
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地

方
公
共
団
体
は
国
の
施
策
に
準
じ

た
施
策
及
び
そ
の
区
域
の
特
性
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
民
に
お
い

て
も
、
職
域
、
学
校
、
地
域
、
家

庭
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
岡
垣
町
で
は「
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
と
し
て

の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
に
参
画
し
、

生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実

現
を
目
指
し
、
平
成
14
年
５
月
に「
岡

垣
町
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
向
け
た
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
住

民
と
行
政
が
連
携
し
、
よ
り
一
層

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施
策
展
開

が
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
は
、
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
及
び
そ
の

施
策
を
推
進
す
る
際
の
根
拠
と
も

な
る
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
、

町
長
か
ら
の
審
議
依
頼
を
受
け
、

基
本
計
画
及
び
条
例
の
基
本
方
向

や
盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て

審
議
を
重
ね
、
こ
こ
に
提
言
と
し

て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
町
民
、

事
業
者
、
町
の
総
意
を
反
映
し
た

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
及
び
男

女
共
同
参
画
条
例
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
 

 平
成
16
年
１
月
　
 

岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
 

　
　
　
　
　
会
長
　
喜
多

加
実
代
 

　
岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
的
で

　
岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
的
で

総
合
的
な
施
策
や
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
男
女
共
同
参
画
審

総
合
的
な
施
策
や
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
男
女
共
同
参
画
審

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や
条
例
の
基
本
方
向
や
盛
り

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や
条
例
の
基
本
方
向
や
盛
り

込
む
べ
き
内
容
を
、
全

込
む
べ
き
内
容
を
、
全
11
回
の
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
調
査
審
議

回
の
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
調
査
審
議

の
結
果
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
１
月

の
結
果
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
１
月
29
日
に
町
長
に
答
申

日
に
町
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。 

　
今
号
と
４
月

　
今
号
と
４
月
10
日
号
の
２
回
に
渡
り
、
条
例
に
関
す
る
答
申
の

日
号
の
２
回
に
渡
り
、
条
例
に
関
す
る
答
申
の

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
的
で

総
合
的
な
施
策
や
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
男
女
共
同
参
画
審

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や
条
例
の
基
本
方
向
や
盛
り

込
む
べ
き
内
容
を
、
全
11
回
の
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
調
査
審
議

の
結
果
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
１
月
29
日
に
町
長
に
答
申

し
ま
し
た
。 

　
今
号
と
４
月
10
日
号
の
２
回
に
渡
り
、
条
例
に
関
す
る
答
申
の

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
仮
称
）岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
条
例
 

に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
 

審 議 経 過  
 開　催　日 主　な　議　題 

・辞令交付　・自己紹介　・諮問 
・岡垣町の男女共同参画の取り組みについて 
 

第１回 7月　7日 

・基本計画策定における基本的な考え方について 
・基本計画原案について 

第２回 8月18日 

・原案に関する意見交換１ 第３回 9月　8日 

・原案に関する意見交換２ 第４回 9月24日 

・基本計画原案について 
・条例制定に関する基本的な考え方について 

第５回 10月　9日 

・条例の骨子案について 第６回 11月　5日 

・条例(案)＜第１章＞について 第７回 11月26日 

・条例(案)＜第２章＞について 第８回 12月10日 

・条例(案)＜前文＞について 
・条例に関する答申の素案について 
・基本計画に関する最終答申について 

第９回 12月24日 

・条例の名称について 
・基本計画および条例に関する提言書について 

第10回 1月19日 

・答申 第11回 1月29日 

 

☆
次
回
は「
２
総
則（
２
）定
義
」か
ら
で
す
。
 

☆
な
お
、
こ
の
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
３
月
議
会
で
条
例
を
上
程
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
引
き
続
き
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

☆
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
室
へ
 

 

前
列
右
か
ら
▼
喜
多
会
長
・
町
長
・
麻
生
副
会
長
 

後
列
右
か
ら
▼
麻
生
委
員
・
原
田
委
員
・
小
早
川
 

委
員
・
竹
井
委
員
・
矢
島
委
員
・
村
田
委
員
・
清
 

水
委
員
・
花
田
委
員
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写真左から、中西賢覚くん、川原由莉さん、永迫醇也くん 
　　　　　　本田愛美さん、江本紫織さん 

交通事故がない町に 

先人の汗と努力を絶やさない 
三里松原ボランティア植樹 

車イスに乗って　シュート！！ 

交通安全功労者表彰 

九州地区体育指導委員功労者表彰 

　九州地区体育指導委員功労者表彰式が、２月14日に北九

州市立総合体育館で行われ、山　宏美さん（野間三区）が受

賞されました。 

　この表彰は、山�さんが19年間という長い期間、岡垣町

体育指導委員としてスポーツの普及・振興のために努力され、

その功績が顕著であると認められて授与されたものです。 

　この表彰を受け、山�さんは｢私自身、体を動かすことが

好きということもあり、岡垣町のスポーツの振興をと思っ

て体育指導委員を続けてきました。このような表彰をいた

だくことができ、とても感謝しています｣と受賞の喜びを話

していました。 

　岡垣町では、３人目の受賞者となりました。 

　岡垣町交通安全指導員の花田仁さん(西黒

山区)と原美代子さん(百合ヶ丘区)が、交通

事故をなくす福岡県県民運動本部長(福岡県

知事)表彰を受賞されました。これは、交通

事故防止活動を積極的に実践し、その功績

が顕著である個人が表彰されるものです。 

　また、田代緑二さん(鍋田区)は、福岡県

警察本部長・福岡県交通安全協会長連盟表

彰を受賞されました。これは、永年無事故

無違反者を継続し、ほかの模範となってい

る優良運転者が表彰されるものです。 

　みなさんも交通安全を心掛け、交通マナ

ーを守っていきましょう。 

馬頭観音座像御開帳 
　２月18日に、内浦区の海蔵寺で県指定文化財の馬

頭観音御開帳が行われました。 

　この馬頭観音は、室町時代の嘉吉元年(1441年)に、

三条猪熊仏所・祐尊が造ったと胎内に書かれています。

高さ62.4センチのひのき材で、寄木造りのこの像は、

昭和38年から県の指定文化財になっています。 

　この日訪れた人にはおにぎりと豚汁が振る舞われ、

みなさんおいしそうに食べていました。 

響き合う、心と音を岡垣から 
 
第４回国際交流フェスティバル 

　｢響き合う、心と音を岡垣から｣をテーマに、岡垣国際

交流協会は2月29日、第４回国際交流フェスティバルを

サンリーアイで開きました。 

　当日は２部構成で行われ、第1部では国際交流に関する

作文で優秀作に選ばれた小中学生５人が意見発表し、日

本と英国の文化の違いや共通点を岡垣町国際交流員のク

リストファさんが講演しました。 

　第2部は国際音楽会で、趙国良さんの中国の胡弓や江舟

さんの琴の演奏や舞踊などがあり、また、地元の女性合

唱団の薔薇のコーラスグループが共演しました。 

　600人以上の人が訪れ、音楽や講演を通して国際交流

を考えるひとときになりました。 

100歳おめでとうございます 

ふるさとの環境を守る 
 

環境問題講演会 

　２月19日に中央公民館で環境問題講演会が行われ

ました。地域の環境を守るため、自分たちにできるこ

とは自分たちで取り組もうと、自然観察会・植物の名

札付け・学習会などの活動の講演がありました。講師

で久留米の自然を守る会代表の橋田沙弓さんは、自立

したボランティアの活動のことを熱く語られました。 

　岡垣町でも数多くのボランティアが活動しています

が、これが大きな輪となってみんなで環境を守ること

ができるような岡垣町になることを期待しています。 

 

　2月15日、三里松原内の吉木浜でボランティア植

樹が行われました。今年で10年目になります。参加

者約250人が、5,000本の黒松の苗木を１本１本丁

寧に植えていきました。 

　２月1日には三里松原内の黒山浜でも行われ、以

前火災が起こった場所約3.6　に、130人で3,000本

の黒松の苗木を植えました。 

　三里松原は岡垣町の財産でもあり、シンボルでも

あります。来年も行いますので、ぜひ参加してくだ

さい。 

　３月１日に白水キヨノさん(吉木区)、２日に緒方マ

ツヨさん(緑ケ丘区)が、満百歳の誕生日を迎えられ、

お祝いとして特別敬老祝金・祝状が樋　町長から贈

呈されました。 

　これからも元気でお過ごしになられますよう心よ

りお祈り申し上げます。(※写真は都合により、白水

キヨノさんだけの掲載です) 

　２月20日、ウエーブアリーナで、海老津小学校４年生の児童と

車イスバスケットボールチームの選手との交流会が行われました。

　この取り組みは、障害者への理解を深めるとともにバリアフリー

の意識を子どもたちに持ってもらうために行われました。 

　交流会は、実際に車イスに乗ってゲーム形式で行われ、子ども

たちは初めて乗る車イスに悪戦苦闘していましたが、ゲームが進

むにつれて感覚をつかみ、４年３組の神田真吾くん、田中瑛子さん、

水月あいさんの３人が見事にシュートを決めました。感想を聞い

てみると｢難しそうだったけど、初めてやってみて、とても楽しかっ

たです｣と、うれしそうに答えてくれました。 

　当日は、日本代表として活躍している神保康弘選手も参加して

いて、ゲーム終了後は、子どもたちがたくさんの質問をして、丁

寧に答えてもらいました。子どもたちは興味深そうに聴き入って

いました。 

田代 緑二さん 花田 　仁さん 原 美代子さん 
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写真左から、中西賢覚くん、川原由莉さん、永迫醇也くん 
　　　　　　本田愛美さん、江本紫織さん 

交通事故がない町に 

先人の汗と努力を絶やさない 
三里松原ボランティア植樹 

車イスに乗って　シュート！！ 

交通安全功労者表彰 

九州地区体育指導委員功労者表彰 

　九州地区体育指導委員功労者表彰式が、２月14日に北九

州市立総合体育館で行われ、山　宏美さん（野間三区）が受

賞されました。 

　この表彰は、山�さんが19年間という長い期間、岡垣町

体育指導委員としてスポーツの普及・振興のために努力され、

その功績が顕著であると認められて授与されたものです。 

　この表彰を受け、山�さんは｢私自身、体を動かすことが

好きということもあり、岡垣町のスポーツの振興をと思っ

て体育指導委員を続けてきました。このような表彰をいた

だくことができ、とても感謝しています｣と受賞の喜びを話

していました。 

　岡垣町では、３人目の受賞者となりました。 

　岡垣町交通安全指導員の花田仁さん(西黒

山区)と原美代子さん(百合ヶ丘区)が、交通

事故をなくす福岡県県民運動本部長(福岡県

知事)表彰を受賞されました。これは、交通

事故防止活動を積極的に実践し、その功績

が顕著である個人が表彰されるものです。 

　また、田代緑二さん(鍋田区)は、福岡県

警察本部長・福岡県交通安全協会長連盟表

彰を受賞されました。これは、永年無事故

無違反者を継続し、ほかの模範となってい

る優良運転者が表彰されるものです。 

　みなさんも交通安全を心掛け、交通マナ

ーを守っていきましょう。 

馬頭観音座像御開帳 
　２月18日に、内浦区の海蔵寺で県指定文化財の馬

頭観音御開帳が行われました。 

　この馬頭観音は、室町時代の嘉吉元年(1441年)に、

三条猪熊仏所・祐尊が造ったと胎内に書かれています。

高さ62.4センチのひのき材で、寄木造りのこの像は、

昭和38年から県の指定文化財になっています。 

　この日訪れた人にはおにぎりと豚汁が振る舞われ、

みなさんおいしそうに食べていました。 

響き合う、心と音を岡垣から 
 
第４回国際交流フェスティバル 

　｢響き合う、心と音を岡垣から｣をテーマに、岡垣国際

交流協会は2月29日、第４回国際交流フェスティバルを

サンリーアイで開きました。 

　当日は２部構成で行われ、第1部では国際交流に関する

作文で優秀作に選ばれた小中学生５人が意見発表し、日

本と英国の文化の違いや共通点を岡垣町国際交流員のク

リストファさんが講演しました。 

　第2部は国際音楽会で、趙国良さんの中国の胡弓や江舟

さんの琴の演奏や舞踊などがあり、また、地元の女性合

唱団の薔薇のコーラスグループが共演しました。 

　600人以上の人が訪れ、音楽や講演を通して国際交流

を考えるひとときになりました。 

100歳おめでとうございます 

ふるさとの環境を守る 
 

環境問題講演会 

　２月19日に中央公民館で環境問題講演会が行われ

ました。地域の環境を守るため、自分たちにできるこ

とは自分たちで取り組もうと、自然観察会・植物の名

札付け・学習会などの活動の講演がありました。講師

で久留米の自然を守る会代表の橋田沙弓さんは、自立

したボランティアの活動のことを熱く語られました。 

　岡垣町でも数多くのボランティアが活動しています

が、これが大きな輪となってみんなで環境を守ること

ができるような岡垣町になることを期待しています。 

 

　2月15日、三里松原内の吉木浜でボランティア植

樹が行われました。今年で10年目になります。参加

者約250人が、5,000本の黒松の苗木を１本１本丁

寧に植えていきました。 

　２月1日には三里松原内の黒山浜でも行われ、以

前火災が起こった場所約3.6　に、130人で3,000本

の黒松の苗木を植えました。 

　三里松原は岡垣町の財産でもあり、シンボルでも

あります。来年も行いますので、ぜひ参加してくだ

さい。 

　３月１日に白水キヨノさん(吉木区)、２日に緒方マ

ツヨさん(緑ケ丘区)が、満百歳の誕生日を迎えられ、

お祝いとして特別敬老祝金・祝状が樋　町長から贈

呈されました。 

　これからも元気でお過ごしになられますよう心よ

りお祈り申し上げます。(※写真は都合により、白水

キヨノさんだけの掲載です) 

　２月20日、ウエーブアリーナで、海老津小学校４年生の児童と

車イスバスケットボールチームの選手との交流会が行われました。

　この取り組みは、障害者への理解を深めるとともにバリアフリー

の意識を子どもたちに持ってもらうために行われました。 

　交流会は、実際に車イスに乗ってゲーム形式で行われ、子ども

たちは初めて乗る車イスに悪戦苦闘していましたが、ゲームが進

むにつれて感覚をつかみ、４年３組の神田真吾くん、田中瑛子さん、

水月あいさんの３人が見事にシュートを決めました。感想を聞い

てみると｢難しそうだったけど、初めてやってみて、とても楽しかっ

たです｣と、うれしそうに答えてくれました。 

　当日は、日本代表として活躍している神保康弘選手も参加して

いて、ゲーム終了後は、子どもたちがたくさんの質問をして、丁

寧に答えてもらいました。子どもたちは興味深そうに聴き入って

いました。 

田代 緑二さん 花田 　仁さん 原 美代子さん 
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元気はつらつ山田っ子 

中国慈溪市を訪ねて 

　山田夢広場は、学校週５日制に伴い、さまざまな体験をしたいという子どもたちを主な対象にした、山田

校区地域の新たな取り組みです。一緒に遊びながら子どもを育成しようと昨年５月にスタートしました。 

　囲碁、将棋、読書、民謡・童謡、映画、グラウンドゴルフ、ペタンク、遊び、自由(もの作りや昔遊び)の

各クラブに毎月100人近い児童が参加しています。 

　指導や世話をするのは、地域のお年寄りを中心とした約140人

のボランティアです。 

　子どもたちの表情は実に伸び伸び、はつらつとし、「来月は違

うクラブにも行ってみたい。月１回が待ち遠しい」｢いろいろ教え

てもらって楽しく、ためになる｣、ボランティアのお年寄りからは、

「孫のような子どもたちとのふれあいが楽しい」｢これが子どもた

ちの成長のきっかけになれば｣と感想が聞かれました。 

　日曜日の夢広場は子どもたちの元気な姿と歓声、そして、ボラ

ンティアのいきいきとした笑顔で満ち溢れている。更に活気ある

夢広場にしたいと、ボランティアや実行委員はがんばっています。 

岡垣町のチーム大活躍の１日 夢体が待ってます！ 

　平成15年度の夢の体験塾は、12月13日に9回目

を無事終了し、今回は合計で134人の子どもたち

が参加しました。 

　恒例になっている海岸での磯遊びや、友達との

夕食づくりなど、さまざまなことを体験しながら、

７泊８日を楽しく過ごしました。参加した子ども

たちも、それぞれに思い出とたくさんの仲間を作

ったようです。 

　平成16年度は７回実施する予定です。新学期に

は学校を通じて募集しますので、たくさんの応募

を待っています！ 

　第52回遠賀郡各町対抗駅伝大会が、２月11日に

遠賀町総合運動公園で行われました。 

　小学生男子の部には43チームもの参加がありま

したが、１位(山田ビクトリー)２位(吉木少年サッ

カー)３位(海老津ニュースターズ)を岡垣町が独占し、

中学生の部も岡垣中学校が男女とも優勝しました。 

　区間賞は、小学生の部で、鶴田昂志くん・松本

真くん、中学生の部では、坂田卓也くん・三川玄

希くん・有働あゆみさん・有吉沙知さんが取りま

した。 

　遠賀郡民大会６連覇中の岡垣町ですが、大人に

負けずに子どもたちも大いに活躍しています。 

緑ケ丘区文化祭 

【写真と原稿は、緑ケ丘公民館長の穴井さんの提供】 

　緑ケ丘区民相互の交流

の輪を広めようと、昨年

から始めた緑ケ丘区文化

祭(作品展)を、２月21日、

22日の２日間緑ケ丘公

民館で開催しました。 

　区民のみなさんが趣

味・生涯学習などで精魂

込めて作った写真・絵・

水墨画・陶芸・生け花な

どの素晴らしい作品や、

子どもたちの絵、工作な

どの創造豊かな作品の展示に、区内外から多くのみなさんが訪れ、｢素

晴らしい｣｢すてき｣などの言葉が聞かれ、感動する場面も見られました。 

　小さな文化祭ですが、地域の身近な人の作品をお互いに鑑賞するこ

とで、交流の輪が少しでも広がればと思っています。 

　次回の文化祭も区民一体となって取り組んでいきたいと思います。 

【写真と原稿は、岡垣町体育協会の提供】 

 

　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先／〒811-4233 
　　　　岡垣町野間1丁目1番1号 
　　　　岡垣町役場地域づくり課 
　　　　広報「どくしゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
　名も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

ど 

く 

し 

の 
や 

私
書
箱
 

【写真と原稿は、通学合宿夢の体験塾実行委員会】 

 

【写真と原稿は岡垣国際交流協会の提供】 

　岡垣国際交流協会の、会員16人が12月10日から

六日間中国を訪ねました。 

　観光ルートではなく、慈溪市逍林鎮などで、文化

交流や中国語学研修を行うということを目的とした

ものです。 

　２つの小学校での交流会と日中両国の交流セレモ

ニーのあと、紅の野立傘、緋毛氈で茶席と水屋を作り、

女性は和服に着替えて、日本の茶を紹介しました。

中国の子どもたちの熱心に観る瞳に励まされ、無事

お手前を終えました。子どもたちにお茶や和服の着

付け、お手玉、折り紙を体験してもらうことで、言

葉の壁を通りこして交流を深めることができました。 

　上林湖畔の越州古窯跡の見学では、地表におびた

だしい数の陶片が出ている様子が圧巻でした。中国

四千年の歴史の一部分を感じ、学んだ旅でした。 

 

じ　けい　し 

の　だて がさ 

しょうりん 

ひ　もう せん 

しょう りん   ちん 

こ　はん えっしゅう 
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した。 

　遠賀郡民大会６連覇中の岡垣町ですが、大人に

負けずに子どもたちも大いに活躍しています。 

緑ケ丘区文化祭 

【写真と原稿は、緑ケ丘公民館長の穴井さんの提供】 

　緑ケ丘区民相互の交流

の輪を広めようと、昨年

から始めた緑ケ丘区文化

祭(作品展)を、２月21日、

22日の２日間緑ケ丘公

民館で開催しました。 

　区民のみなさんが趣

味・生涯学習などで精魂

込めて作った写真・絵・

水墨画・陶芸・生け花な

どの素晴らしい作品や、

子どもたちの絵、工作な

どの創造豊かな作品の展示に、区内外から多くのみなさんが訪れ、｢素

晴らしい｣｢すてき｣などの言葉が聞かれ、感動する場面も見られました。 

　小さな文化祭ですが、地域の身近な人の作品をお互いに鑑賞するこ

とで、交流の輪が少しでも広がればと思っています。 

　次回の文化祭も区民一体となって取り組んでいきたいと思います。 

【写真と原稿は、岡垣町体育協会の提供】 

 

　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先／〒811-4233 
　　　　岡垣町野間1丁目1番1号 
　　　　岡垣町役場地域づくり課 
　　　　広報「どくしゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
　名も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

ど 

く 

し 

の 
や 

私
書
箱
 

【写真と原稿は、通学合宿夢の体験塾実行委員会】 

 

【写真と原稿は岡垣国際交流協会の提供】 

　岡垣国際交流協会の、会員16人が12月10日から

六日間中国を訪ねました。 

　観光ルートではなく、慈溪市逍林鎮などで、文化

交流や中国語学研修を行うということを目的とした

ものです。 

　２つの小学校での交流会と日中両国の交流セレモ

ニーのあと、紅の野立傘、緋毛氈で茶席と水屋を作り、

女性は和服に着替えて、日本の茶を紹介しました。

中国の子どもたちの熱心に観る瞳に励まされ、無事

お手前を終えました。子どもたちにお茶や和服の着

付け、お手玉、折り紙を体験してもらうことで、言

葉の壁を通りこして交流を深めることができました。 

　上林湖畔の越州古窯跡の見学では、地表におびた

だしい数の陶片が出ている様子が圧巻でした。中国

四千年の歴史の一部分を感じ、学んだ旅でした。 

 

じ　けい　し 

の　だて がさ 

しょうりん 

ひ　もう せん 

しょう りん   ちん 

こ　はん えっしゅう 
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卯月のもよおし・おしらせ 卯月のもよおし・おしらせ 
うづき 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
２
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

○
　
山
香
　
歌
子
　
様
（
上
畑
）
 

故
　
山
香
　
　
勇
　
様
　
80
歳
 

○
　
麻
生
　
　
治
　
様
（
吉
木
）
 

故
　
麻
生
　
久
惠
　
様
　
80
歳
 

○
 
原
口
チ
ヱ
子
　
様
（
百
合
ヶ
丘

）
 

故
　
原
口
　
　
浩
　
様
　
75
歳
 

○
 
松
井
　
盛
次
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
松
井
　
久
美
　
様
　
26
歳
 

○
 
吉
田
千
恵
子
　
様
（
松
ヶ
台
西

）
 

故
　
吉
田
　
貴
司
　
様
　
36
歳
 

○
 
安
部
　
啓
八
　
様
（
大
分
市
）
 

故
　
相
原
　
　
雄
　
様
　
78
歳
 

○
 
垣
内
エ
ツ
子
　
様
（
海
老
津
）
 

故
　
垣
内
　
正
美
　
様
　
80
歳
 

○
 
森
川
　
綾
子
　
様
（
西
黒
山
）
 

故
　
森
川
　
信
弥
　
様
　
51
歳
 

○
 
上
野
フ
ヂ
子
　
様
（
南
高
陽
）
 

故
　
上
野
　
義
則
　
様
　
82
歳
 

○
 
岡
村
　
繁
海
　
様
（
野
間
二
）
 

故
　
岡
村
ア
ヅ
マ
　
様
　
87
歳
 

 

○
 
田
村
ヨ
シ
コ
　
様
（
旭
東
）
 

故
　
田
村
眞
三
郎
　
様
　
78
歳
 

○
 
荒
巻
ス
エ
子
　
様
（
鍋
田
）
 

故
　
荒
巻
　
幸
一
　
様
　
61
歳
 

○
 
吉
永
　
清
子
　
様
（
新
海
老
津

）
 

故
　
吉
永
　
知
文
　
様
　
67
歳
 

○
 
稲
益
　
武
夫
　
様
（
東
松
原
）
 

故
　
稲
益
シ
ズ
ヱ
　
様
　
91
歳
 

○
 
岡
本
　
光
子
　
様
（
手
野
）
 

故
　
岡
本
　
利
夫
　
様
　
71
歳
 

○
 
有
吉
　
孝
剛
　
様
（
内
浦
）
 

故
　
有
吉
　
榮
生
　
様
　
94
歳
 

○
 
石
田
規
矩
知
　
様
（
新
海
老
津

）
 

故
　
石
田
イ
サ
ミ
　
様
　
88
歳
 

○
 
川
上
　
靜
子
　
様
（
山
田
）
 

故
　
川
上
　
弘
海
　
様
　
83
歳
 

○
 
井
上
　
正
昭
　
様
（
野
間
四
）
 

故
　
木
原
ア
キ
ノ
　
様
　
89
歳
 

○
 
坂
本
　
洋
二
　
様
（
野
間
四
）
 

故
　
坂
本
ヒ
サ
子
　
様
　
82
歳
 

 ▽
 
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
 
麻
生
　
　
治
　
様
 

○
 
上
野
フ
ヂ
子
　
様
 

○
 
岡
村
　
繁
美
　
様
 

○
 
川
上
　
靜
子
　
様
 

   

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

こ
と
ぶ
き
荘
の
風
呂
利
用

こ
と
ぶ
き
荘
の
風
呂
利
用
 

こ
と
ぶ
き
荘
の
風
呂
利
用
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
 

今
年
の
夏
は

今
年
の
夏
は
 

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
 

今
年
の
夏
は
 

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
 

サ
ー
ブ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ

サ
ー
ブ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ
！！！！ 

卓
球
教
室

卓
球
教
室
 

サ
ー
ブ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ
！！ 

卓
球
教
室
 

自
然
を
語
ろ
う

自
然
を
語
ろ
う
 

環
境
モ
ニ
タ
ー

環
境
モ
ニ
タ
ー
 

自
然
を
語
ろ
う
 

環
境
モ
ニ
タ
ー
 

障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許

障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許
 

取
得
助
成

取
得
助
成
 

障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許
 

取
得
助
成
 

平
成
平
成
16
年
度
か
ら
の

年
度
か
ら
の
 

健
康
診
査
の
通
知
対
象
の
変
更

健
康
診
査
の
通
知
対
象
の
変
更
 

平
成
16
年
度
か
ら
の
 

健
康
診
査
の
通
知
対
象
の
変
更
 

桜
咲
く

桜
咲
く
 

第
６
回
春
ま
つ
り

第
６
回
春
ま
つ
り
 

桜
咲
く
 

第
６
回
春
ま
つ
り
 

参
加
し
よ
う
！
　
飛
梅
組

参
加
し
よ
う
！
　
飛
梅
組
 

参
加
し
よ
う
！
　
飛
梅
組
 

介
護
の
体
験
学
習
・
講
習

介
護
の
体
験
学
習
・
講
習
 

介
護
の
体
験
学
習
・
講
習
 

み
ん
な
で
ペ
タ
ン
ク

み
ん
な
で
ペ
タ
ン
ク
 

み
ん
な
で
ペ
タ
ン
ク
 

募
　
　  

集 

講
演
・
講
座 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

 

ス
ポ
ー
ツ 

   　
外
国
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
異

国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

対
　
象
　
町
内
在
住
の
新
中
学
２
・

３
年
生
 

定
　
員
　
15
人
 

研
修
先
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

研
修
期
間
　
７
月
25
日
か
ら
８
月

８
日
 

自
己
負
担
　
十
万
円
程
度
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

９
日（
金
）ま
で
に
教
育
総
務
課
ま

た
は
、
町
内
各
中
学
校
へ
 

   　
来
年
４
月
入
隊
の
陸
・
海
・
空
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
　
平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
で
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
も
つ
人
※

22
歳
未
満
は
大
卒（
見
込
み
を
含
む
） 

受
付
期
間
　
４
月
５
日（
月
）か
ら

５
月
11
日（
火
） 

試
験
日
　
５
月
22
日（
土
）か
ら
23

日（
日
）※
23
日
は
飛
行
要
員
 

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所

　
２
２
３-

０
９
８
１
へ
 

   　
飛
梅
組
に
な
っ
て
、
と
び
う
め

国
文
祭
の
開
会
式
な
ど
に
参
加
し

よ
う
。 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
 

ア
ド
レ
ス
 

 問
い
合
わ
せ
　
第
19
回
国
民
文
化

祭
福
岡
県
実
行
委
員
会
　
０
９
２-

４
７
３-

８
３
９
１
へ
 

               

     　
第
４
回
三
里
松
原
ペ
タ
ン
ク
交

流
大
会
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
30
日（
金
）受
付
８

時
30
分
※
雨
天
時
５
月
１
日（
土
）

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

申
込
締
切
　
４
月
19
日（
月
） 

参
加
費
　
１
人
四
百
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ペ
タ

ン
ク
連
盟
（
松
　
）　
２
８
２-

０

９
２
３
へ
 

   　
小
学
生
以
上
を
対
象
に
、
全
国

レ
ベ
ル
の
選
手
が
指
導
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
25
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
 

と
こ
ろ
　
町
民
体
育
館
 

参
加
料
　
無
料
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
ラ
ケ
ッ
ト
・

弁
当
・
運
動
ぐ
つ
 

問
い
合
わ
せ
　
卓
球
連
盟（
西
村
）

　
２
８
２-

５
１
０
７
へ
 

      ○
１
日
入
門
コ
ー
ス
 

４
月
22
日（
木
）５
月
14
日（
金
）６

月
23
日（
水
）午
前
９
時
50
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
 

○
基
礎
コ
ー
ス（
全
４
回
）
 

５
月
６
日（
木
）
20
日（
木
）６
月
３

日（
木
）
17
日（
木
）午
前
９
時
50
分

か
ら
午
後
３
時
30
分
 

受
講
料
　
無
料
（
基
礎
コ
ー
ス
４

回
目
は
調
理
実
習
費
二
百
円
）
 

定
　
員
　
24
人（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
地
域
介
護
学
習
・
普
及
セ
ン
タ

ー
　
２
４
４-
４
７
４
７
へ
 

   

催
　
　
し 

お
し
ら
せ 

岡
垣
町
固
定
資
産
税
の
縦
覧

岡
垣
町
固
定
資
産
税
の
縦
覧
 

岡
垣
町
固
定
資
産
税
の
縦
覧
 

自
然
を
守
ろ
う
！

自
然
を
守
ろ
う
！
 
廃
油
回
収

廃
油
回
収
 

自
然
を
守
ろ
う
！
 
廃
油
回
収
 

　
　
　
　
　
h
ttp
：
//w
w
w
.k
o
 

k
u
b
u
n
sa
i.p
re
f.fu
k
u
o
k
a
.jp

　生活用水が入らない、減農薬栽培の天

日干し乾燥で、コシヒカリを作ります。

田んぼのオーナーになって、おいしいお

米を作ってみませんか。 

　日常管理は、地元農家が行います。日

曜日を利用して、田植え、稲刈り、掛干

しなどを農家と一緒に行います。 

定　員　50人程度（先着順） 

オーナー料金　10,000円※収穫したお米

は精米し、全てオーナーに配ります。（１

人当たり20��程度の予定） 
申込期間　３月25日(木)から４月16日(金) 

田植え予定日　４月25日(日) 

申し込み・問い合わせ　農林水産課へ 

棚田オーナー 
になりませんか？ 

　三里松原沿いのサイクリングロードで春風を受けな

がら歩きませんか？マラソン大会もあります。 

と 　 き　４月24日（土）午前８時30分から 

と こ ろ　遠賀・宗像自転車道（サイクリングロード） 

集合場所　内浦小学校グラウンド 

種　　目　○ウォーキング＝２km・３km・５km・　
　　　　　　10km 
　　　　　○マラソン＝小学生２km・中学生と 
　　　　　　一般３km・一般５km 
参 加 料　無料（中学生以下に参加賞あり） 

締め切り　4月16日(金)当日でも受け付けます 

申し込み方法　社会教育課・中央公民館・東部公民館・

西部公民館・サンリーアイにある申込書を、体育協会

事務局(中央公民館内)に提出。FAXでも受け付けます。 

問い合わせ　岡垣町体育協会�282-0162 
　　　　　　FAX282-3330へ 

ウォーキング大会・マラソン大会 

     　
３
月
28
日（
日
）か
ら
４
月
11
日

（
日
）成
田
山
不
動
寺
参
道
沿
い
で

行
い
、
夜
間
照
明
を
し
ま
す
。
 

【
春
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
】
 

　
岡
垣
町
の
産
物
な
ど
の
抽
選
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
３
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
※
雨
天
時
４
日
 

出
　
演
　
地
元
の
演
芸
同
好
会
ほ
か
 

問
い
合
わ
せ
　
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
地
域
づ
く
り
課
）へ
 

     　
老
人
憩
の
家
こ
と
ぶ
き
荘
は
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
防
止
の
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
装
置

を
停
止
し
ま
す
。
風
呂
の
利
用
は

今
ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
係
へ
 

   　
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
通
知
対
象
者

が
変
わ
り
ま
す
。
国
民
年
金
第
３

号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
な
ど
）
の
資
格
な
ど
の
情
報
が

国
に
移
管
し
た
た
め
、
申
込
ハ
ガ

キ
を
郵
送
す
る
対
象
者
は
、
18
歳

か
ら
79
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

　
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
人
で
、
健

診
を
受
け
る
機
会
が
な
く
健
診
を

希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
受
付
期

間
中
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

　
健
診
日
程
や
受
付
期
間
は
、『
広

報
お
か
が
き
』
３
月
10
日
号
折
り

込
み
の
健
康
福
祉
事
業
の
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
へ
 

   　
左
記
の
業
者
か
ら
岡
垣
町
下
水

道
指
定
工
事
店
の
登
録
辞
退
届
が

あ
り
、
登
録
を
取
り
消
し
ま
し
た
。
 

 
今
後
、
各
家
庭
で
の
下
水
道
工

事（
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
）は
、

同
店
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

工
事
店
名
　
柳
川
設
備
 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

   　
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋

の
価
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
１
日（
木
）か
ら
５

月
31
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
５
時
（
土
日
祝
日

を
除
く
）
 

と
こ
ろ
　
税
務
課
 

対
　
象
　
岡
垣
町
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
※
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
面（
免
許
証
な
ど
）と
印
か
ん

を
持
参
 

問
い
合
わ
せ
 
税
務
課
へ
 

   　
在
宅
の
障
害
者
に
対
し
て
運
転

免
許
取
得
教
習
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請

に
要
件
あ
り
）
。
自
動
車
学
校
へ

の
入
校
手
続
き
は
助
成
決
定
後（
お

お
む
ね
５
月
下
旬
以
降
）で
す
。
 

対
　
象
　
○
視
覚
障
害
を
除
く
４

級
以
上
の
身
体
障
害
者
○
療
育
手

帳
所
持
者
か
知
的
障
害
が
あ
る
と

判
定
を
受
け
た
人
 

申
込
締
切
　
４
月
23
日（
金
）※
希

望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
　
２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

   　
家
庭
か
ら
の
廃
油（
食
用
）を
回

収
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
５
日（
月
）か
ら
７

日（
水
）午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
町
内
各
小
学
校
事
務
室

来
校
者
受
付
 

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ
 

     　
岡
垣
町
内
の
環
境（
生
物
・
水
・

大
気
・
ゴ
ミ
減
量
化
な
ど
）
を
、

良
好
に
保
全
す
る
た
め
の
行
動
・

提
言
な
ど
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

応
募
資
格
 

・
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人（
お

　
お
む
ね
70
歳
以
下
）
 

・
月
１
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議

　
に
出
席
可
能
な
人
（
会
議
は
１

　
回
２
時
間
程
度
）
 

・
環
境
問
題
に
関
心
や
意
欲
の
あ

　
る
人
 

・
国
・
地
方
の
公
務
員
、
国
・
地

　
方
の
議
会
議
員
は
除
く
 

報
告
事
例
 

・
ホ
タ
ル
や
珍
し
い
鳥
や
植
物
を

　
見
た
 

・
ご
み
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
 

・
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
景
観

　
の
と
こ
ろ
が
あ
る
 

・
景
観
の
保
持
・
美
化
の
た
め
活

　
動
し
て
い
る
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
の
人
が
い
る
　
　
　
な
ど
 
 

定
　
員
　
10
人
 

任
　
期
　
１
年
 

応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
環
境
問
題
に
関
す

る
考
え
や
意
見
な
ど
を
八
百
字
以

内
で
記
入
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
 

募
集
締
切
　
４
月
16
日（
金
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境

共
生
課
へ
 

  

下
水
道
指
定
工
事
店
の

下
水
道
指
定
工
事
店
の
 

登
録
取
り
消
し

登
録
取
り
消
し
 

下
水
道
指
定
工
事
店
の
 

登
録
取
り
消
し
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卯月のもよおし・おしらせ 卯月のもよおし・おしらせ 
うづき 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
２
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

○
　
山
香
　
歌
子
　
様
（
上
畑
）
 

故
　
山
香
　
　
勇
　
様
　
80
歳
 

○
　
麻
生
　
　
治
　
様
（
吉
木
）
 

故
　
麻
生
　
久
惠
　
様
　
80
歳
 

○
 
原
口
チ
ヱ
子
　
様
（
百
合
ヶ
丘

）
 

故
　
原
口
　
　
浩
　
様
　
75
歳
 

○
 
松
井
　
盛
次
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
松
井
　
久
美
　
様
　
26
歳
 

○
 
吉
田
千
恵
子
　
様
（
松
ヶ
台
西

）
 

故
　
吉
田
　
貴
司
　
様
　
36
歳
 

○
 
安
部
　
啓
八
　
様
（
大
分
市
）
 

故
　
相
原
　
　
雄
　
様
　
78
歳
 

○
 
垣
内
エ
ツ
子
　
様
（
海
老
津
）
 

故
　
垣
内
　
正
美
　
様
　
80
歳
 

○
 
森
川
　
綾
子
　
様
（
西
黒
山
）
 

故
　
森
川
　
信
弥
　
様
　
51
歳
 

○
 
上
野
フ
ヂ
子
　
様
（
南
高
陽
）
 

故
　
上
野
　
義
則
　
様
　
82
歳
 

○
 
岡
村
　
繁
海
　
様
（
野
間
二
）
 

故
　
岡
村
ア
ヅ
マ
　
様
　
87
歳
 

 

○
 
田
村
ヨ
シ
コ
　
様
（
旭
東
）
 

故
　
田
村
眞
三
郎
　
様
　
78
歳
 

○
 
荒
巻
ス
エ
子
　
様
（
鍋
田
）
 

故
　
荒
巻
　
幸
一
　
様
　
61
歳
 

○
 
吉
永
　
清
子
　
様
（
新
海
老
津

）
 

故
　
吉
永
　
知
文
　
様
　
67
歳
 

○
 
稲
益
　
武
夫
　
様
（
東
松
原
）
 

故
　
稲
益
シ
ズ
ヱ
　
様
　
91
歳
 

○
 
岡
本
　
光
子
　
様
（
手
野
）
 

故
　
岡
本
　
利
夫
　
様
　
71
歳
 

○
 
有
吉
　
孝
剛
　
様
（
内
浦
）
 

故
　
有
吉
　
榮
生
　
様
　
94
歳
 

○
 
石
田
規
矩
知
　
様
（
新
海
老
津

）
 

故
　
石
田
イ
サ
ミ
　
様
　
88
歳
 

○
 
川
上
　
靜
子
　
様
（
山
田
）
 

故
　
川
上
　
弘
海
　
様
　
83
歳
 

○
 
井
上
　
正
昭
　
様
（
野
間
四
）
 

故
　
木
原
ア
キ
ノ
　
様
　
89
歳
 

○
 
坂
本
　
洋
二
　
様
（
野
間
四
）
 

故
　
坂
本
ヒ
サ
子
　
様
　
82
歳
 

 ▽
 
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
 
麻
生
　
　
治
　
様
 

○
 
上
野
フ
ヂ
子
　
様
 

○
 
岡
村
　
繁
美
　
様
 

○
 
川
上
　
靜
子
　
様
 

   

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

こ
と
ぶ
き
荘
の
風
呂
利
用

こ
と
ぶ
き
荘
の
風
呂
利
用
 

こ
と
ぶ
き
荘
の
風
呂
利
用
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
 

今
年
の
夏
は

今
年
の
夏
は
 

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
 

今
年
の
夏
は
 

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
 

サ
ー
ブ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ

サ
ー
ブ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ
！！！！ 

卓
球
教
室

卓
球
教
室
 

サ
ー
ブ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ
！！ 

卓
球
教
室
 

自
然
を
語
ろ
う

自
然
を
語
ろ
う
 

環
境
モ
ニ
タ
ー

環
境
モ
ニ
タ
ー
 

自
然
を
語
ろ
う
 

環
境
モ
ニ
タ
ー
 

障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許

障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許
 

取
得
助
成

取
得
助
成
 

障
害
者
の
自
動
車
運
転
免
許
 

取
得
助
成
 

平
成
平
成
16
年
度
か
ら
の

年
度
か
ら
の
 

健
康
診
査
の
通
知
対
象
の
変
更

健
康
診
査
の
通
知
対
象
の
変
更
 

平
成
16
年
度
か
ら
の
 

健
康
診
査
の
通
知
対
象
の
変
更
 

桜
咲
く

桜
咲
く
 

第
６
回
春
ま
つ
り

第
６
回
春
ま
つ
り
 

桜
咲
く
 

第
６
回
春
ま
つ
り
 

参
加
し
よ
う
！
　
飛
梅
組

参
加
し
よ
う
！
　
飛
梅
組
 

参
加
し
よ
う
！
　
飛
梅
組
 

介
護
の
体
験
学
習
・
講
習

介
護
の
体
験
学
習
・
講
習
 

介
護
の
体
験
学
習
・
講
習
 

み
ん
な
で
ペ
タ
ン
ク

み
ん
な
で
ペ
タ
ン
ク
 

み
ん
な
で
ペ
タ
ン
ク
 

募
　
　  

集 

講
演
・
講
座 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

 

ス
ポ
ー
ツ 

   　
外
国
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
異

国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

対
　
象
　
町
内
在
住
の
新
中
学
２
・

３
年
生
 

定
　
員
　
15
人
 

研
修
先
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

研
修
期
間
　
７
月
25
日
か
ら
８
月

８
日
 

自
己
負
担
　
十
万
円
程
度
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

９
日（
金
）ま
で
に
教
育
総
務
課
ま

た
は
、
町
内
各
中
学
校
へ
 

   　
来
年
４
月
入
隊
の
陸
・
海
・
空
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
　
平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
で
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
も
つ
人
※

22
歳
未
満
は
大
卒（
見
込
み
を
含
む
） 

受
付
期
間
　
４
月
５
日（
月
）か
ら

５
月
11
日（
火
） 

試
験
日
　
５
月
22
日（
土
）か
ら
23

日（
日
）※
23
日
は
飛
行
要
員
 

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所

　
２
２
３-

０
９
８
１
へ
 

   　
飛
梅
組
に
な
っ
て
、
と
び
う
め

国
文
祭
の
開
会
式
な
ど
に
参
加
し

よ
う
。 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
 

ア
ド
レ
ス
 

 問
い
合
わ
せ
　
第
19
回
国
民
文
化

祭
福
岡
県
実
行
委
員
会
　
０
９
２-

４
７
３-

８
３
９
１
へ
 

               

     　
第
４
回
三
里
松
原
ペ
タ
ン
ク
交

流
大
会
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
30
日（
金
）受
付
８

時
30
分
※
雨
天
時
５
月
１
日（
土
）

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

申
込
締
切
　
４
月
19
日（
月
） 

参
加
費
　
１
人
四
百
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ペ
タ

ン
ク
連
盟
（
松
　
）　
２
８
２-

０

９
２
３
へ
 

   　
小
学
生
以
上
を
対
象
に
、
全
国

レ
ベ
ル
の
選
手
が
指
導
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
25
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
 

と
こ
ろ
　
町
民
体
育
館
 

参
加
料
　
無
料
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
ラ
ケ
ッ
ト
・

弁
当
・
運
動
ぐ
つ
 

問
い
合
わ
せ
　
卓
球
連
盟（
西
村
）

　
２
８
２-
５
１
０
７
へ
 

      ○
１
日
入
門
コ
ー
ス
 

４
月
22
日（
木
）５
月
14
日（
金
）６

月
23
日（
水
）午
前
９
時
50
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
 

○
基
礎
コ
ー
ス（
全
４
回
）
 

５
月
６
日（
木
）
20
日（
木
）６
月
３

日（
木
）
17
日（
木
）午
前
９
時
50
分

か
ら
午
後
３
時
30
分
 

受
講
料
　
無
料
（
基
礎
コ
ー
ス
４

回
目
は
調
理
実
習
費
二
百
円
）
 

定
　
員
　
24
人（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
地
域
介
護
学
習
・
普
及
セ
ン
タ

ー
　
２
４
４-

４
７
４
７
へ
 

   

催
　
　
し 

お
し
ら
せ 

岡
垣
町
固
定
資
産
税
の
縦
覧

岡
垣
町
固
定
資
産
税
の
縦
覧
 

岡
垣
町
固
定
資
産
税
の
縦
覧
 

自
然
を
守
ろ
う
！

自
然
を
守
ろ
う
！
 
廃
油
回
収

廃
油
回
収
 

自
然
を
守
ろ
う
！
 
廃
油
回
収
 

　
　
　
　
　
h
ttp
：
//w
w
w
.k
o
 

k
u
b
u
n
sa
i.p
re
f.fu
k
u
o
k
a
.jp

　生活用水が入らない、減農薬栽培の天

日干し乾燥で、コシヒカリを作ります。

田んぼのオーナーになって、おいしいお

米を作ってみませんか。 

　日常管理は、地元農家が行います。日

曜日を利用して、田植え、稲刈り、掛干

しなどを農家と一緒に行います。 

定　員　50人程度（先着順） 

オーナー料金　10,000円※収穫したお米

は精米し、全てオーナーに配ります。（１

人当たり20��程度の予定） 
申込期間　３月25日(木)から４月16日(金) 

田植え予定日　４月25日(日) 

申し込み・問い合わせ　農林水産課へ 

棚田オーナー 
になりませんか？ 

　三里松原沿いのサイクリングロードで春風を受けな

がら歩きませんか？マラソン大会もあります。 

と 　 き　４月24日（土）午前８時30分から 

と こ ろ　遠賀・宗像自転車道（サイクリングロード） 

集合場所　内浦小学校グラウンド 

種　　目　○ウォーキング＝２km・３km・５km・　
　　　　　　10km 
　　　　　○マラソン＝小学生２km・中学生と 
　　　　　　一般３km・一般５km 
参 加 料　無料（中学生以下に参加賞あり） 

締め切り　4月16日(金)当日でも受け付けます 

申し込み方法　社会教育課・中央公民館・東部公民館・

西部公民館・サンリーアイにある申込書を、体育協会

事務局(中央公民館内)に提出。FAXでも受け付けます。 

問い合わせ　岡垣町体育協会�282-0162 
　　　　　　FAX282-3330へ 

ウォーキング大会・マラソン大会 

     　
３
月
28
日（
日
）か
ら
４
月
11
日

（
日
）成
田
山
不
動
寺
参
道
沿
い
で

行
い
、
夜
間
照
明
を
し
ま
す
。
 

【
春
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
】
 

　
岡
垣
町
の
産
物
な
ど
の
抽
選
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
３
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
※
雨
天
時
４
日
 

出
　
演
　
地
元
の
演
芸
同
好
会
ほ
か
 

問
い
合
わ
せ
　
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
地
域
づ
く
り
課
）へ
 

     　
老
人
憩
の
家
こ
と
ぶ
き
荘
は
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
防
止
の
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
装
置

を
停
止
し
ま
す
。
風
呂
の
利
用
は

今
ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
係
へ
 

   　
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
通
知
対
象
者

が
変
わ
り
ま
す
。
国
民
年
金
第
３

号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
な
ど
）
の
資
格
な
ど
の
情
報
が

国
に
移
管
し
た
た
め
、
申
込
ハ
ガ

キ
を
郵
送
す
る
対
象
者
は
、
18
歳

か
ら
79
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

　
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
人
で
、
健

診
を
受
け
る
機
会
が
な
く
健
診
を

希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
受
付
期

間
中
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

　
健
診
日
程
や
受
付
期
間
は
、『
広

報
お
か
が
き
』
３
月
10
日
号
折
り

込
み
の
健
康
福
祉
事
業
の
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
へ
 

   　
左
記
の
業
者
か
ら
岡
垣
町
下
水

道
指
定
工
事
店
の
登
録
辞
退
届
が

あ
り
、
登
録
を
取
り
消
し
ま
し
た
。
 

 
今
後
、
各
家
庭
で
の
下
水
道
工

事（
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
）は
、

同
店
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

工
事
店
名
　
柳
川
設
備
 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

   　
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋

の
価
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
１
日（
木
）か
ら
５

月
31
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
５
時
（
土
日
祝
日

を
除
く
）
 

と
こ
ろ
　
税
務
課
 

対
　
象
　
岡
垣
町
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
※
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
面（
免
許
証
な
ど
）と
印
か
ん

を
持
参
 

問
い
合
わ
せ
 
税
務
課
へ
 

   　
在
宅
の
障
害
者
に
対
し
て
運
転

免
許
取
得
教
習
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請

に
要
件
あ
り
）
。
自
動
車
学
校
へ

の
入
校
手
続
き
は
助
成
決
定
後（
お

お
む
ね
５
月
下
旬
以
降
）で
す
。
 

対
　
象
　
○
視
覚
障
害
を
除
く
４

級
以
上
の
身
体
障
害
者
○
療
育
手

帳
所
持
者
か
知
的
障
害
が
あ
る
と

判
定
を
受
け
た
人
 

申
込
締
切
　
４
月
23
日（
金
）※
希

望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
　
２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

   　
家
庭
か
ら
の
廃
油（
食
用
）を
回

収
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
４
月
５
日（
月
）か
ら
７

日（
水
）午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
町
内
各
小
学
校
事
務
室

来
校
者
受
付
 

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ
 

     　
岡
垣
町
内
の
環
境（
生
物
・
水
・

大
気
・
ゴ
ミ
減
量
化
な
ど
）
を
、

良
好
に
保
全
す
る
た
め
の
行
動
・

提
言
な
ど
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

応
募
資
格
 

・
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人（
お

　
お
む
ね
70
歳
以
下
）
 

・
月
１
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議

　
に
出
席
可
能
な
人
（
会
議
は
１

　
回
２
時
間
程
度
）
 

・
環
境
問
題
に
関
心
や
意
欲
の
あ

　
る
人
 

・
国
・
地
方
の
公
務
員
、
国
・
地

　
方
の
議
会
議
員
は
除
く
 

報
告
事
例
 

・
ホ
タ
ル
や
珍
し
い
鳥
や
植
物
を

　
見
た
 

・
ご
み
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
 

・
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
景
観

　
の
と
こ
ろ
が
あ
る
 

・
景
観
の
保
持
・
美
化
の
た
め
活

　
動
し
て
い
る
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
の
人
が
い
る
　
　
　
な
ど
 
 

定
　
員
　
10
人
 

任
　
期
　
１
年
 

応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
環
境
問
題
に
関
す

る
考
え
や
意
見
な
ど
を
八
百
字
以

内
で
記
入
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
 

募
集
締
切
　
４
月
16
日（
金
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境

共
生
課
へ
 

  

下
水
道
指
定
工
事
店
の

下
水
道
指
定
工
事
店
の
 

登
録
取
り
消
し

登
録
取
り
消
し
 

下
水
道
指
定
工
事
店
の
 

登
録
取
り
消
し
 



国民年金のお得な前納 
制度をご利用ください！ 
 

岡垣 

問
　
２
８
２-

１
５
１
５
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」記
念
 

　
　
　
　
　
　
　
折
り
紙
教
室
 

               　
施
設
予
約
方
法
を
変
更
し
ま
す
。 

　
施
設
予
約
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
か
ら
直
接
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の

受
付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
予
約
照
会
は
、
電
話
で
も
で
き

ま
す
。
 

 と
　
き
　
４
月
９
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
高
須
中
学
校
合
唱
部
３

年（
女
声
合
唱
）
 

※
入
場
無
料
 

  と
　
き
　
４
月
24
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
2
0
3
＋
2
0
4
会
議
室
 

定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
、
３
歳

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
 
 

参
加
費
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

１
日（
木
）か
ら
20（
火
）ま
で
に
サ

ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
　
２
８
２-

５
５
６
６
へ
 

 ○
岡
垣
の
歴
史
を
彩
る
出
来
事
と

人
物
 

と
　
き
　
４
月
９
・
16
・
23
日
・

５
月
７
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
、
５
月
14
日（
金
）午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
、
５
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
2
0
3
会
議
室
 

受
講
料
　
三
千
円（
別
途
教
材
費
）
 

定
　
員
　
20
人
 

締
め
切
り
　
４
月
６
日（
火
） 

○
母
の
日
の
ギ
フ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
 

と
　
き
　
５
月
７
日（
金
）午
後
７

時
か
ら
９
時
 

と
こ
ろ
　
1
0
2
＋
1
0
3
会
議
室
 

受
講
料
　
千
円（
教
材
費
二
千
円
）
 

定
　
員
　
10
人
 

締
め
切
り
　
４
月
25
日（
日
） 

ス
ポ
ッ
ト
講
座
 

　４月１日からビデオ編集室を

会議室に変更し、利便性やサー

ビスの向上を図ります。会議室

の定員は18人です。なお、ビデ

オ編集は、５月１日に開館する『岡

垣町情報プラザ人の駅』で、最

新の機器を使って行えますので、

是非ご利用ください。 

岡垣サンリーアイの 

ビデオ編集室が会議室 

に変わります！ 

 

　犬の登録と狂犬病の予防注射を行います。予防

注射は毎年必ず受けてください。飼い犬は生後３

か月以上の犬の登録と予防注射を受けるよう義務

付けられています。 

料　金 

○登録料　3,000円 

○注射料　3,050円(済票代含む) 

狂犬病の予防注射と登録をするときは 

○犬の健康状態の分かる飼い主(大人)が連れて来

　てください。 

○期間中に注射を受けられなかった場合は、かか

　りつけの獣医師で注射を受けてください。 

国民年金のお得な前納 
制度をご利用ください！ 
 

犬の登録と狂犬病の予防注射 

　その年度の一定期間の保険料をまとめて前納すると、

保険料が割引される制度です。年利４　の利率(複利
現価法)で計算された額の割引があるからお得です。 

　 

①納付書を使って前納する場合 

　毎年４月に送られてくる納付書か社会保険事務所

で発行された納付書で、前納を開始する月の末日(休

日なら翌日)までに納めてください。 

○１年前納の納期【4月分から翌年3月分】…4月30日 

○半年前納の納期【4月分から9月分】…4月30日　　 

　　　　　　　　【10月分から翌年3月分】…11月1日 

　遅れた場合は、その月から翌年の３月分まで納め

る前納の方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②口座振替により前納する場合 

○平成15年度に口座振替で前納した人…手続き不要 

○口座振替で毎月納付している人…変更手続きが必

　要です　 

 

問い合わせ　八幡社会保険事務所　631-7961へ 

〈1年分前納〉 〈半年分前納〉 
2.830円お得！ 

650円お得！ 

毎月毎月 
納めると納めると 
159,600円 

前納前納 
すればすれば 
156,770円 

毎月毎月 
納めると納めると 
79,800円 

前納前納 
すればすれば 
79,150円 

毎月 
納めると 
159,600円 

前納 
すれば 
156,770円 

毎月 
納めると 
79,800円 

前納 
すれば 
79,150円 

と　　き ところ 
 午前10：00～10：30 

　　10：45～11：10 
午後　1：30～　2：00 
　　　2：15～　3：00  
 

東黒山消防車庫前 
山田区公民館 
波津漁協前 
西部公民館 
 午前10：00～11：15 

午後　1：30～　3：00 
東部公民館 
中央公民館 
 

４月13日（火） 
 

４月14日(水)

午前10：00～10：30 
　　10：45～11：45 
午後　1：30～　2：15  
 

元松原区公民館 
西鉄団地井掘公園 
手野区公民館 
 

４月15日(木)

午前10：00～11：30 
午後　1：30～　2：15 
　　　2：30～　2：50 

町民総合グラウンド駐車場 
岡垣第一公園 
上畑施設改善センター前 

４月16日(金)

午前10：00～10：50 
　　11：00～11：45 
午後　1：30～　3：20

桜公園 
古鍋田公園 
えびつ台公民館 

４月19日(月)

午前10：00～10：50 
　　11：00～11：30 
午後　1：30～　2：30

中央公民館 
西部公民館 
東部公民館 

４月23日(金)

午前10：00～10：30 
　　10：45～11：15 
午後　1：30～　2：15 
　　　2：30～　3：20  
 

上戸切集会所 
西山田区公民館 
三吉団地区公民館 
高倉区公民館 
 

４月22日(木)

問い合わせ　環境共生課へ 

広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ����

第141回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①レンコンとワカメの金平 
②カボチャのココアボール 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　レンコンは、薄切り(半月または

　いちょう切り)にして、酢水に漬け、

　ザルに上げて、水気を切る。ニン

　ジンは、薄いいちょう切りにして、

　軽くゆでる。ワカメは水で戻して、

　一口大に切る 

２　油を熱して、レンコンを炒め、

　油が回ったら酒とニンジンを加え、

　しんなりしたら、Ａとワカメを加

　え強火で汁気がなくなるまで炒め

　る 

《②の作り方》 

○レンコン120　○乾燥ワカメ8　 
○ニンジン30　○油大２分の１○酒
大１○Ａ＝砂糖大２分の１・しょうゆ

大１ 

○カボチャ160　○レーズン15　○
ラム酒少々○砂糖20　○ココア大１ 

１　カボチャは、皮とわたを除き、

　２～３　角に切り、柔らかく蒸し、
　潰して砂糖を混ぜる 

２　レーズンは、湯で、柔らかくし

　て刻み、ラム酒に漬ける 

３　１と２を混ぜて、丸めてココア

　をまぶす 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー47　　  脂肪1.8　 
タンパク質1.2　     塩0.7　 
カルシウム18　　 

エネルギー36　　  脂肪0.1　 
タンパク質0.5　     塩0　 
カルシウム7　　 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

高
齢
者
の
お
口
の
健
康 

 

　
〜
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
〜 

　
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、｢

食
事
が
飲
み
込
み
に
く
い｣｢

口
が
渇
く｣｢

食

事
の
味
が
し
な
い｣

と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
だ
液
の
出

る
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
１
つ
で
す
。
高
齢
者
が
お
い

し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
、
だ
液
に
は
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

独居老人手作り弁当 

  

だ
液
が
少
な
く
な
る
と
？ 

　
だ
液
に
は
、
い
つ
も
出
て
い
る｢

安

静
時
だ
液｣

と
、
食
事
な
ど
の
刺
激
に

よ
っ
て
出
る｢

刺
激
だ
液｣

の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
健
康
な
大
人
の
だ
液
の
出

る
量
は
、
１
日
に
約
１
〜
１
・
５
リ
ッ

ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
だ
液
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
次

の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。 

　
だ
液
に
含
ま
れ
る
消
化
酵
素
の
働
き

が
少
な
く
な
る
た
め
、
消
化
が
悪
く
な

り
ま
す
。 

　
噛
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
食
物
を
、

飲
み
込
み
や
す
い
よ
う
に
舌
の
上
で
塊

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
気
管
に
食
べ
物
が
入

っ
て
し
ま
い
、
む
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
口
の
中
が
渇
き
、
粘
膜
や
歯
ぐ
き
が

く
っ
つ
き
や
す
く
な
る
た
め
、
口
や
舌

の
動
き
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
口
の
中
を
自
然
に
洗
い
流
す
働
き
が

弱
く
な
る
た
め
、
食
べ
か
す
が
残
り
や

す
く
な
り
ま
す
。 

　
舌
に
あ
る
味
覚
を
感
じ
る
神
経
は
、

水
に
溶
け
る
も
の
し
か
認
識
し
な
い
の

で
、
味
覚
が
鈍
く
な
り
、
味
が
分
か
り

に
く
く
な
り
ま
す
。 

 

だ
液
の
出
を
良
く
す
る
た
め
に 

　
こ
の
よ
う
に
、
お
い
し
く
・
安
全
に

食
事
を
す
る
に
は
、
だ
液
が
関
係
し
て

き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
刺
激
で
だ
液
の
量

は
増
え
ま
す
。 

　
舌
の
体
操 

　
舌
を
動
か
す
こ
と
が
刺
激
と
な
り
、

だ
液
の
出
が
良
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

舌
で
食
べ
物
を
ま
と
め
る
働
き
が
高
ま

り
、
誤
っ
て
食
べ
物
が
気
管
に
入
っ
て

し
ま
う
の
を
防
ぎ
ま
す
。
は
っ
き
り
と

話
す
こ
と
、
歌
う
こ
と
で
も
舌
の
体
操

に
な
り
ま
す
。 

　
唾
液
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ 

だ
液
腺(

耳
下
腺
・
顎
下
腺
・
舌
下
腺)

へ
の
刺
激
で
、
さ
ら
に
だ
液
の
出
る
量

は
多
く
な
り
ま
す
。 

　
入
れ
歯
に
つ
い
て 

　
入
れ
歯
を
入
れ
て
お
く
こ
と
が
刺
激

と
な
り
、
だ
液
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

反
対
に
入
れ
歯
を
し
て
い
な
い
と
、
だ

液
が
少
な
く
な
り
、
飲
み
込
む
機
能
も

落
ち
て
き
て
、
む
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
事
の
時
だ
け
で
な
く
、
日
中
は
入
れ

歯
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
お
い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
は
、

口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。
食
後
の
歯
み
が
き
で
、
虫

歯
や
歯
周
病
予
防
に
も
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
松
丸 

実
子 

 

舌体操の手順 
舌を意識して動かし、2つの体操を続けて行います 

だ液線マッサージの手順 
マッサージする位置を確認してから始め 
ましょう。　～　を2～3回繰り返します。 

口をあけて行う舌体操 （それぞれ5回ずつ行いましょう。） 

1

舌をおもいきり出したり 
引っこめたりする。 

人さし指から小指までの 
４本の指をほおにあて、 
上の奥歯の辺りを後ろか 
ら前へ向かって回す。 
（10回） 

親指をあ 
ごの骨の 
内側の柔らかい部 
分にあて、耳の下か 
らあごの下まで５か所 
くらいを順番に押す。 
（各5回ずつ） 

両手の親指をそろえ、あご 
の真下から舌を突き上げる 
ように、ゆっくりグーッと 
押す。（各10回） 

2

舌をできるだけ前に出して 
左右に動かす。 

3

舌を出して、鼻のあたまや 
あごをなめるような感じで、 
上と下に動かす 口のまわりをなめるように 

舌を左右かわるがわるまわす。 

口をとじて行う舌体操 （それぞれ5回ずつ行いましょう。） 

1

舌で上くちびるを 
押す。 

2

舌で下くちびるを 
押す。 

3

1 2 3

舌で左右のほおを押す。 

舌を左右かわるがわる 
にまわす。 

ここが 
ポイント 

舌体操を始める前 
に、舌の色や形、 
動きを確認してみ 
ましょう。 

まずは位置 
の確認を 

耳下腺 
への刺激 

顎下腺 
への刺激 

舌下腺 
への刺激 

舌下腺 

耳下腺 

顎下腺 



国民年金のお得な前納 
制度をご利用ください！ 
 

岡垣 

問
　
２
８
２-

１
５
１
５
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」記
念
 

　
　
　
　
　
　
　
折
り
紙
教
室
 

               　
施
設
予
約
方
法
を
変
更
し
ま
す
。 

　
施
設
予
約
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
か
ら
直
接
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の

受
付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
予
約
照
会
は
、
電
話
で
も
で
き

ま
す
。
 

 と
　
き
　
４
月
９
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
高
須
中
学
校
合
唱
部
３

年（
女
声
合
唱
）
 

※
入
場
無
料
 

  と
　
き
　
４
月
24
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
2
0
3
＋
2
0
4
会
議
室
 

定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
、
３
歳

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
 
 

参
加
費
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

１
日（
木
）か
ら
20（
火
）ま
で
に
サ

ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
　
２
８
２-

５
５
６
６
へ
 

 ○
岡
垣
の
歴
史
を
彩
る
出
来
事
と

人
物
 

と
　
き
　
４
月
９
・
16
・
23
日
・

５
月
７
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
、
５
月
14
日（
金
）午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
、
５
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
2
0
3
会
議
室
 

受
講
料
　
三
千
円（
別
途
教
材
費
）
 

定
　
員
　
20
人
 

締
め
切
り
　
４
月
６
日（
火
） 

○
母
の
日
の
ギ
フ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
 

と
　
き
　
５
月
７
日（
金
）午
後
７

時
か
ら
９
時
 

と
こ
ろ
　
1
0
2
＋
1
0
3
会
議
室
 

受
講
料
　
千
円（
教
材
費
二
千
円
）
 

定
　
員
　
10
人
 

締
め
切
り
　
４
月
25
日（
日
） 

ス
ポ
ッ
ト
講
座
 

　４月１日からビデオ編集室を

会議室に変更し、利便性やサー

ビスの向上を図ります。会議室

の定員は18人です。なお、ビデ

オ編集は、５月１日に開館する『岡

垣町情報プラザ人の駅』で、最

新の機器を使って行えますので、

是非ご利用ください。 

岡垣サンリーアイの 

ビデオ編集室が会議室 

に変わります！ 

 

　犬の登録と狂犬病の予防注射を行います。予防

注射は毎年必ず受けてください。飼い犬は生後３

か月以上の犬の登録と予防注射を受けるよう義務

付けられています。 

料　金 

○登録料　3,000円 

○注射料　3,050円(済票代含む) 

狂犬病の予防注射と登録をするときは 

○犬の健康状態の分かる飼い主(大人)が連れて来

　てください。 

○期間中に注射を受けられなかった場合は、かか

　りつけの獣医師で注射を受けてください。 

国民年金のお得な前納 
制度をご利用ください！ 
 

犬の登録と狂犬病の予防注射 

　その年度の一定期間の保険料をまとめて前納すると、

保険料が割引される制度です。年利４　の利率(複利
現価法)で計算された額の割引があるからお得です。 

　 

①納付書を使って前納する場合 

　毎年４月に送られてくる納付書か社会保険事務所

で発行された納付書で、前納を開始する月の末日(休

日なら翌日)までに納めてください。 

○１年前納の納期【4月分から翌年3月分】…4月30日 

○半年前納の納期【4月分から9月分】…4月30日　　 

　　　　　　　　【10月分から翌年3月分】…11月1日 

　遅れた場合は、その月から翌年の３月分まで納め

る前納の方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②口座振替により前納する場合 

○平成15年度に口座振替で前納した人…手続き不要 

○口座振替で毎月納付している人…変更手続きが必

　要です　 

 

問い合わせ　八幡社会保険事務所　631-7961へ 

〈1年分前納〉 〈半年分前納〉 
2.830円お得！ 

650円お得！ 

毎月毎月 
納めると納めると 
159,600円 

前納前納 
すればすれば 
156,770円 

毎月毎月 
納めると納めると 
79,800円 

前納前納 
すればすれば 
79,150円 

毎月 
納めると 
159,600円 

前納 
すれば 
156,770円 

毎月 
納めると 
79,800円 

前納 
すれば 
79,150円 

と　　き ところ 
 午前10：00～10：30 

　　10：45～11：10 
午後　1：30～　2：00 
　　　2：15～　3：00  
 

東黒山消防車庫前 
山田区公民館 
波津漁協前 
西部公民館 
 午前10：00～11：15 

午後　1：30～　3：00 
東部公民館 
中央公民館 
 

４月13日（火） 
 

４月14日(水)

午前10：00～10：30 
　　10：45～11：45 
午後　1：30～　2：15  
 

元松原区公民館 
西鉄団地井掘公園 
手野区公民館 
 

４月15日(木)

午前10：00～11：30 
午後　1：30～　2：15 
　　　2：30～　2：50 

町民総合グラウンド駐車場 
岡垣第一公園 
上畑施設改善センター前 

４月16日(金)

午前10：00～10：50 
　　11：00～11：45 
午後　1：30～　3：20

桜公園 
古鍋田公園 
えびつ台公民館 

４月19日(月)

午前10：00～10：50 
　　11：00～11：30 
午後　1：30～　2：30

中央公民館 
西部公民館 
東部公民館 

４月23日(金)

午前10：00～10：30 
　　10：45～11：15 
午後　1：30～　2：15 
　　　2：30～　3：20  
 

上戸切集会所 
西山田区公民館 
三吉団地区公民館 
高倉区公民館 
 

４月22日(木)

問い合わせ　環境共生課へ 

広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ����

第141回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①レンコンとワカメの金平 
②カボチャのココアボール 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　レンコンは、薄切り(半月または

　いちょう切り)にして、酢水に漬け、

　ザルに上げて、水気を切る。ニン

　ジンは、薄いいちょう切りにして、

　軽くゆでる。ワカメは水で戻して、

　一口大に切る 

２　油を熱して、レンコンを炒め、

　油が回ったら酒とニンジンを加え、

　しんなりしたら、Ａとワカメを加

　え強火で汁気がなくなるまで炒め

　る 

《②の作り方》 

○レンコン120　○乾燥ワカメ8　 
○ニンジン30　○油大２分の１○酒
大１○Ａ＝砂糖大２分の１・しょうゆ

大１ 

○カボチャ160　○レーズン15　○
ラム酒少々○砂糖20　○ココア大１ 

１　カボチャは、皮とわたを除き、

　２～３　角に切り、柔らかく蒸し、
　潰して砂糖を混ぜる 

２　レーズンは、湯で、柔らかくし

　て刻み、ラム酒に漬ける 

３　１と２を混ぜて、丸めてココア

　をまぶす 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー47　　  脂肪1.8　 
タンパク質1.2　     塩0.7　 
カルシウム18　　 

エネルギー36　　  脂肪0.1　 
タンパク質0.5　     塩0　 
カルシウム7　　 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

高
齢
者
の
お
口
の
健
康 

 

　
〜
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
〜 

　
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、｢
食
事
が
飲
み
込
み
に
く
い｣｢

口
が
渇
く｣｢

食

事
の
味
が
し
な
い｣

と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
だ
液
の
出

る
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
１
つ
で
す
。
高
齢
者
が
お
い

し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
、
だ
液
に
は
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

独居老人手作り弁当 

  

だ
液
が
少
な
く
な
る
と
？ 

　
だ
液
に
は
、
い
つ
も
出
て
い
る｢

安

静
時
だ
液｣

と
、
食
事
な
ど
の
刺
激
に

よ
っ
て
出
る｢

刺
激
だ
液｣

の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
健
康
な
大
人
の
だ
液
の
出

る
量
は
、
１
日
に
約
１
〜
１
・
５
リ
ッ

ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
だ
液
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
次

の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。 

　
だ
液
に
含
ま
れ
る
消
化
酵
素
の
働
き

が
少
な
く
な
る
た
め
、
消
化
が
悪
く
な

り
ま
す
。 

　
噛
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
食
物
を
、

飲
み
込
み
や
す
い
よ
う
に
舌
の
上
で
塊

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
気
管
に
食
べ
物
が
入

っ
て
し
ま
い
、
む
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
口
の
中
が
渇
き
、
粘
膜
や
歯
ぐ
き
が

く
っ
つ
き
や
す
く
な
る
た
め
、
口
や
舌

の
動
き
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
口
の
中
を
自
然
に
洗
い
流
す
働
き
が

弱
く
な
る
た
め
、
食
べ
か
す
が
残
り
や

す
く
な
り
ま
す
。 

　
舌
に
あ
る
味
覚
を
感
じ
る
神
経
は
、

水
に
溶
け
る
も
の
し
か
認
識
し
な
い
の

で
、
味
覚
が
鈍
く
な
り
、
味
が
分
か
り

に
く
く
な
り
ま
す
。 

 

だ
液
の
出
を
良
く
す
る
た
め
に 

　
こ
の
よ
う
に
、
お
い
し
く
・
安
全
に

食
事
を
す
る
に
は
、
だ
液
が
関
係
し
て

き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
刺
激
で
だ
液
の
量

は
増
え
ま
す
。 

　
舌
の
体
操 

　
舌
を
動
か
す
こ
と
が
刺
激
と
な
り
、

だ
液
の
出
が
良
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

舌
で
食
べ
物
を
ま
と
め
る
働
き
が
高
ま

り
、
誤
っ
て
食
べ
物
が
気
管
に
入
っ
て

し
ま
う
の
を
防
ぎ
ま
す
。
は
っ
き
り
と

話
す
こ
と
、
歌
う
こ
と
で
も
舌
の
体
操

に
な
り
ま
す
。 

　
唾
液
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ 

だ
液
腺(
耳
下
腺
・
顎
下
腺
・
舌
下
腺)

へ
の
刺
激
で
、
さ
ら
に
だ
液
の
出
る
量

は
多
く
な
り
ま
す
。 

　
入
れ
歯
に
つ
い
て 

　
入
れ
歯
を
入
れ
て
お
く
こ
と
が
刺
激

と
な
り
、
だ
液
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

反
対
に
入
れ
歯
を
し
て
い
な
い
と
、
だ

液
が
少
な
く
な
り
、
飲
み
込
む
機
能
も

落
ち
て
き
て
、
む
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
事
の
時
だ
け
で
な
く
、
日
中
は
入
れ

歯
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
お
い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
は
、

口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。
食
後
の
歯
み
が
き
で
、
虫

歯
や
歯
周
病
予
防
に
も
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
松
丸 

実
子 

 

舌体操の手順 
舌を意識して動かし、2つの体操を続けて行います 

だ液線マッサージの手順 
マッサージする位置を確認してから始め 
ましょう。　～　を2～3回繰り返します。 

口をあけて行う舌体操 （それぞれ5回ずつ行いましょう。） 

1

舌をおもいきり出したり 
引っこめたりする。 

人さし指から小指までの 
４本の指をほおにあて、 
上の奥歯の辺りを後ろか 
ら前へ向かって回す。 
（10回） 

親指をあ 
ごの骨の 
内側の柔らかい部 
分にあて、耳の下か 
らあごの下まで５か所 
くらいを順番に押す。 
（各5回ずつ） 

両手の親指をそろえ、あご 
の真下から舌を突き上げる 
ように、ゆっくりグーッと 
押す。（各10回） 

2

舌をできるだけ前に出して 
左右に動かす。 

3

舌を出して、鼻のあたまや 
あごをなめるような感じで、 
上と下に動かす 口のまわりをなめるように 

舌を左右かわるがわるまわす。 

口をとじて行う舌体操 （それぞれ5回ずつ行いましょう。） 

1

舌で上くちびるを 
押す。 

2

舌で下くちびるを 
押す。 

3

1 2 3

舌で左右のほおを押す。 

舌を左右かわるがわる 
にまわす。 

ここが 
ポイント 

舌体操を始める前 
に、舌の色や形、 
動きを確認してみ 
ましょう。 

まずは位置 
の確認を 

耳下腺 
への刺激 

顎下腺 
への刺激 

舌下腺 
への刺激 

舌下腺 

耳下腺 

顎下腺 



広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ����

4月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 　293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野、波津 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

４
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

波
津
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、 

山
田
峠 

海
老
津 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

三
吉
、
吉
木 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

高
倉 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
 

三
吉
団
地
、
三
吉 

波
津
、
原
、
吉
木 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

高
倉
、
上
高
倉
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、
野
間
四
、
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津
、 

旭
台 

吉
木
、
高
倉 

吉
木
、
高
塚
、
塚
原
 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（土） 

４ 
（日） 

１ 
（木） 

２ 
（金） 

５ 
（月） 

６ 
（火） 

７ 
（水） 

８ 
（木） 

９ 
（金） 

10 
（土） 

11 
（日） 

12 
（月） 

13 
（火） 

15 
（木） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

19 
（月） 

20 
（火） 

21 
（水） 

22 
（木） 

23 
（金） 

24 
（土） 

25 
（日） 

26 
（月） 

27 
（火） 

28 
（水） 

29 
（木） 

30 
（金） 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

町
立
保
育
所
入
所
式（
町
内
各
保
育
所
）東
部
保
育
所
９
‥ 
00
〜
中
部
保
育
所
９
‥ 
30
〜 

ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

 第
６
回
春
ま
つ
り（
成
田
山
不
動
寺
境
内
地
）10 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
　
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
大
会（
1
日
目
）（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
13 
回
岡
垣
・
中
間
交
流
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
町
内
対
抗
戦（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）８
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

 〜
７
日
廃
油
回
収（
町
内
各
小
学
校
事
務
室
来
校
者
受
付
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

登
山
連
盟
・
篠
栗
歩
こ
う
会（
篠
栗
町
）７
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
ク
ラ
ブ
対
抗
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

第
13 
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
芦
屋
町
役
場
）14 
‥ 
00
 

子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
高
須
中
学
校
合
唱
部
３
年（
女
声
合
唱
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
大
正
琴
・
文
化
筝（
森
ん
子
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
青
年
前
期
）（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
春
季
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）８
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
5
回
春
季
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
大
会（
２
日
目
）（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

町
立
小
学
校
入
学
式（
町
内
各
小
学
校
）９
‥ 
30
〜
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 町
立
中
学
校
入
学
式（
町
内
各
中
学
校
）９
‥ 
30
〜
 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

第
14 
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー
る
）
14 
‥ 
00
 

３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

 い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
田
中
聡
子
・
川
谷
ま
ゆ
み（
フ
ル
ー
ト
・
オ
ー
ボ
エ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
大
会（
３
日
目
）（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
壮
年
前
期
）（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

 母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

 献
血（
役
場
）13 
‥ 
30
〜
16 
‥ 
00
 

 第
15 
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
14 
‥ 
00
 

こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
岡
垣
町
役
場
）９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
総
会（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

祝
・
み
ど
り
の
日
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
三
里
松
原
交
流
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
よ
ろ
し
く
！
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

〜
５
月
５
日（
水
）県
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）９
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
高
齢
者
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
浜
美
枝（
女
優
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
遠
賀
・
宗
像
自
転
車
道
）８
‥ 
30
〜
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
千
伏
同
好
会（
犬
伏
千
恵
子
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

第
23
回
福
岡
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

剣
道
連
盟
・
剣
道
教
室
入
室
式
・
段
級
別
選
手
権
大
会（
武
道
館
）９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
男
女
混
合
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

卓
球
連
盟
・
卓
球
教
室（
町
民
体
育
館
）
10 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………４月分 

○保育料…………………４月分 

○町営住宅家賃…………４月分 

○軽自動車税……………１期分 

○心配ごと相談 

　 ９日（金）いこいの里 

　16日（金）東部公民館 

　23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　 ９日（金）・23日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　　２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　 ９日（金）・23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　　２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
４月上旬  
……『みずき会作品展』  
４月下旬  
……『あとりえ岡垣作品展』 

税
金
は
　
町
を
ニ
コ
ニ
コ
　
さ
せ
る
も
の
　
　
山
本
　
美
咲
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（水） 

４月の行事予定 ４月の行事予定 



広報おかがき　平成16年３月25日号 広報おかがき　平成16年３月25日号 ����

4月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 　293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野、波津 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

４
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

波
津
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、 

山
田
峠 

海
老
津 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

三
吉
、
吉
木 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

高
倉 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
 

三
吉
団
地
、
三
吉 

波
津
、
原
、
吉
木 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

高
倉
、
上
高
倉
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、
野
間
四
、
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津
、 

旭
台 

吉
木
、
高
倉 

吉
木
、
高
塚
、
塚
原
 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（土） 

４ 
（日） 

１ 
（木） 

２ 
（金） 

５ 
（月） 

６ 
（火） 

７ 
（水） 

８ 
（木） 

９ 
（金） 

10 
（土） 

11 
（日） 

12 
（月） 

13 
（火） 

15 
（木） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

19 
（月） 

20 
（火） 

21 
（水） 

22 
（木） 

23 
（金） 

24 
（土） 

25 
（日） 

26 
（月） 

27 
（火） 

28 
（水） 

29 
（木） 

30 
（金） 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

町
立
保
育
所
入
所
式（
町
内
各
保
育
所
）東
部
保
育
所
９
‥ 
00
〜
中
部
保
育
所
９
‥ 
30
〜 

ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

 第
６
回
春
ま
つ
り（
成
田
山
不
動
寺
境
内
地
）10 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
　
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
大
会（
1
日
目
）（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
13 
回
岡
垣
・
中
間
交
流
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
町
内
対
抗
戦（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）８
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

 〜
７
日
廃
油
回
収（
町
内
各
小
学
校
事
務
室
来
校
者
受
付
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

登
山
連
盟
・
篠
栗
歩
こ
う
会（
篠
栗
町
）７
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
ク
ラ
ブ
対
抗
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

第
13 
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
芦
屋
町
役
場
）14 
‥ 
00
 

子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
高
須
中
学
校
合
唱
部
３
年（
女
声
合
唱
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
大
正
琴
・
文
化
筝（
森
ん
子
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
青
年
前
期
）（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
春
季
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）８
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
5
回
春
季
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
大
会（
２
日
目
）（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

町
立
小
学
校
入
学
式（
町
内
各
小
学
校
）９
‥ 
30
〜
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 町
立
中
学
校
入
学
式（
町
内
各
中
学
校
）９
‥ 
30
〜
 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

第
14 
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー
る
）
14 
‥ 
00
 

３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

 い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
田
中
聡
子
・
川
谷
ま
ゆ
み（
フ
ル
ー
ト
・
オ
ー
ボ
エ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
大
会（
３
日
目
）（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
壮
年
前
期
）（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

 母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

 献
血（
役
場
）13 
‥ 
30
〜
16 
‥ 
00
 

 第
15 
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
14 
‥ 
00
 

こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
岡
垣
町
役
場
）９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
総
会（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

祝
・
み
ど
り
の
日
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
三
里
松
原
交
流
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
よ
ろ
し
く
！
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

〜
５
月
５
日（
水
）県
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）９
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
高
齢
者
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
浜
美
枝（
女
優
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
遠
賀
・
宗
像
自
転
車
道
）８
‥ 
30
〜
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
千
伏
同
好
会（
犬
伏
千
恵
子
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

第
23
回
福
岡
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北
九
州
予
選（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

剣
道
連
盟
・
剣
道
教
室
入
室
式
・
段
級
別
選
手
権
大
会（
武
道
館
）９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
季
男
女
混
合
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

卓
球
連
盟
・
卓
球
教
室（
町
民
体
育
館
）
10 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………４月分 

○保育料…………………４月分 

○町営住宅家賃…………４月分 

○軽自動車税……………１期分 

○心配ごと相談 

　 ９日（金）いこいの里 

　16日（金）東部公民館 

　23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　 ９日（金）・23日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　　２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　 ９日（金）・23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　　２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
４月上旬  
……『みずき会作品展』  
４月下旬  
……『あとりえ岡垣作品展』 

税
金
は
　
町
を
ニ
コ
ニ
コ
　
さ
せ
る
も
の
　
　
山
本
　
美
咲
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（水） 

４月の行事予定 ４月の行事予定 
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『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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 ISO14001 
岡垣町役場 
 E 752

2／23 
町営住宅海老津団地 

落成式 
 
 
 住み良
いまち

づく
りは 家づくりから

編
集
 

後
記
 

　岡垣中学校の卒業式の取材に行ったとき、なにか懐か
しい気分になりました。卒業式は、いっしょに勉強に励
んだ友だちや先生とお別れする寂しい日でもあり、新し
い生活が始まるすがすがしい日でもあります。 
　春風が吹く中、卒業生は在校生に見送られ校舎を去っ
ていきます。それぞれの思いを胸に旅立っていくわけです。
私も当たり前のように小･中･高･大学を卒業しました。
その思い出が撮影中に頭を走り抜けていきました。私も
卒業式に参加しているような気分になり、切なくなった
のです。 
　取材でいろいろな場所に行きます。それぞれ感じるこ
とも違います。そういった意味でも、広報を担当できて
よかったなとしみじみ感じた日でした。　　　　　(竹森) 

　先日、福岡市へ食事に出掛けた時、私のすぐ後ろでひ
ったくり事件が発生しました。その後、重苦しい気分で
食事をすることになってしまったのですが、後から思えば、
被害者は歩道があるのに車道を歩いていました。罪を犯
す方が悪いのは当たり前ですが、歩道を歩き、車道側に
荷物を持たないなど自分でできる防犯対策にみなさんも
取り組んでいただきたいと思います。　　　　　　(高橋) 
　今月号は、まちかどズームアップやどくしゃの私書箱
に多くの話題が集りました。このコーナーが充実するこ
とは、私たちにとってもうれしいことです。 
　イラストや地域の出来事などの投稿がたくさん集り、
多くの人の名前や顔が紙面に登場する、楽しい広報おか
がきになればいいなと思います。　　　　　　　　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（２月末） 

人口……31,492人（＋11） 

世帯数…11,316世帯（＋5） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち131人は外国人 

女性……　　16,582人（＋12） 

男性……　　14,910人（－1） 

 
 
出生…20人　　 死亡…28人 
転入…88人　　 転出…69人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　２月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

１月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

１月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 97件 
搬送人員　 96件 

出火件数　３件 
り災件数　１世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

16 13 1316

0 0 00

0 0 00

20 20 2020

　
昭
和
20
年
、
わ
が
国
は
戦
争
に
敗
れ
、

満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
か
ら
の
引
き

揚
げ
者
と
多
く
の
復
員
軍
人
で
未
曾
有

の
食
糧
不
足
に
陥
っ
た
。
人
々
は
、
食

糧
の
買
い
出
し
や
わ
ず
か
な
空
き
地
に

イ
モ
な
ど
を
植
え
て
、
飢
え
を
し
の
ぐ

の
に
必
死
で
あ
っ
た
。 

　
国
は
、
こ
の
深
刻
な
事
態
を
打
開
す

る
た
め
、
帰
農
希
望
者
の
失
業
救
済
事

業
と
し
て
緊
急
開
拓
事
業
を
起
こ
し
、

旧
軍
用
地
、
未
開
懇
の
国
有
林
野
を
耕

地
に
解
放
し
外
地
で
農
業
の
経
験
が
あ

る
人
か
ら
、
優
先
的
に
募
っ
て
入
植
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。 

　
岡
垣
で
は
、
昭
和
21
年
か
ら
、
緑
ケ

丘
か
ら
旭
台
の
地
域
と
鍋
田
に
総
面
積

63
・
６
町
の
用
地
を
確
保
し
、
入
植
者

33
戸
で
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
入
植
者

は
、
家
族
と
と
も
に
開
拓
の
鍬
を
打
ち

込
む
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
。 

　
入
植
環
境
は
、
今
の
生
活
か
ら
想
像

で
き
な
い
ぐ
ら
い
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
手
で
夜
露
を

し
の
ぐ
小
屋
を
立
て
、
水
は
山
の
涌
き

水
を
貯
え
、
風
呂
は
鉄
不
足
で
ド
ラ
ム

缶
を
利
用
し
、
夜
は
ラ
ン
プ
の
生
活
で

電
気
を
引
く
の
に
電
柱
を
自
分
た
ち
が

運
ぶ
と
い
う
、
ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら
の
出

発
で
あ
っ
た
。 

　
六
畳
一
間
に
押
入
、
床
の
間
、
板
の

間
付
き
の
開
拓
者
用
住
宅
が
建
設
さ
れ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
で
あ
っ
た
。 

　
開
墾
は
、
食
糧
自
給
が
第
一
で
、
大

木
は
そ
の
ま
ま
で
、
ま
ず
、
雑
木
を
払

い
畑
を
作
り
イ
モ
類
を
栽
培
し
た
。 

　
当
時
は
、
食
糧
難
の
時
代
で
、
作
れ

ば
売
れ
、
今
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
と
こ

ろ
が
市
場
で
、
炭
坑
で
の
需
用
も
多
く
、

結
構
現
金
収
入
に
な
っ
た
。 

　
県
は
、
営
農
５
か
年
計
画
を
立
て
、

初
年
度
は
自
給
の
確
保(

カ
ボ
チ
ャ
、
ダ

イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
タ
バ
コ
、
ラ
ッ

カ
セ
イ)

２
年
目
は
換
金
作
物
、
新
規
開

墾
、
土
壌
改
良
。
５
年
を
も
っ
て
営
農

基
盤
の
確
立
。

農
具
も
手
動
用

か
ら
大
型
家
畜

導
入
、
そ
し
て
、

動
力
農
機
具
と

構
想
を
示
し
た
。 

　
営
農
資
金
は
、

長
期
20
年
、
低

利(

年
３
分
６

厘
５
毛)

無
担

保
の
特
別
融
資

措
置
が
取
ら
れ

た
。 

　
し
か
し
、
現

地
は
赤
土
の
山

で
、
畑
に
肥
料

な
ど
運
ぶ
の
が

大
変
で
、
ぬ
か

る
と
足
を
取
ら

れ
這
う
よ
う
に

し
て
あ
げ
る
あ

り
さ
ま
で
あ
っ

た
。 

　
開
拓
農
業
協

同
組
合
は
、
こ

れ
ら
営
農
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
に
当
た
り
、
肥
料
の
共
同
購
入
な
ど

開
拓
者
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
県
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
入
り

耕
地
が
整
備
さ
れ
、
化
学
肥
料
の
投
入

で
土
壌
の
改
良
も
進
め
ら
れ
た
。 

　
26
年
こ
ろ
か
ら
、
桃
の
栽
培
、
鶏
や

山
羊
、
乳
牛
の
飼
育
が
始
め
ら
れ
、
開

拓
の
地
に
鶏
の
声
が
ひ
び
き
、
春
に
は

桃
の
花
が
咲
き
、
家
族
み
ん
な
で
家
畜

の
世
話
や
果
実
の
収
穫
に
汗
し
て
働
い

た
。
し
か
し
、
な
お
資
金
の
返
済
な
ど

で
外
に
も
働
き
に
出
た
。 

　
30
年
代
、
高
陽
炭
坑
が
閉
山
し
大
規

模
な
宅
地
造
成
が
始
ま
り
、
43
年
に
開

拓
農
業
協
同
組
合
は
解
散
し
た
。
今
も

面
影
が
あ
る
の
は
、
ぶ
ど
う
園
を
さ
れ

て
い
る
緑
ケ
丘
の
２
軒
だ
け
で
あ
る
。 

　
今
回
は
貴
重
な
体
験
談
や
資
料
な
ど

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

べ
っ
き
　
た
く
じ 

  

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

第
４
話
　
岡
垣
の
開
拓
事
業 
戦
後
の
村
政
よ
り
 

昭和30年代後半の鍋田。段々畑が見える堤病院の西方 昭和40年ころの鍋田開拓地。堤病院付近で中尾利男さんが撮影 

み
　
ぞ
　
う 


